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   第 ５ 回  熊本県議会  農林水産常任委員会会議記録 

 

令和２年２月20日(木曜日) 

            午前９時57分開議 

            午前11時46分休憩 

            午後０時58分開議 

            午後１時50分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第１号 令和元年度熊本県一般会計補

正予算(第５号) 

 議案第８号 令和元年度熊本県林業改善資

金特別会計補正予算(第１号) 

 議案第９号 令和元年度熊本県沿岸漁業改

善資金特別会計補正予算(第１号) 

議案第20号 令和２年度熊本県一般会計予

算 

議案第29号 令和２年度熊本県林業改善資

金特別会計予算 

議案第30号 令和２年度熊本県沿岸漁業改

善資金特別会計予算 

議案第55号 熊本県卸売市場審議会条例及

び熊本県卸売市場条例を廃止する条例の

制定について 

議案第56号 熊本県林業研究・研修センタ

ー条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

議案第65号 令和元年度農林水産関係の建

設事業の経費に対する市負担金(地方財

政法関係)について 

議案第66号 工事請負契約の締結について 

議案第67号 工事請負契約の変更について 

議案第68号 工事請負契約の変更について 

報告第６号 一般社団法人熊本県果実生産

出荷安定基金協会の経営状況を説明する

書類の提出について 

閉会中の継続審査事件(所管事務調査)につ

いて 

報告事項 

①熊本県国土強靭化地域計画の充実に

係る取組一覧について 

②ＴＰＰ等関連対策の取組状況につい

て 

③新規就農者の状況について 

 令和元年度農林水産常任委員会における取

組みの成果について 

――――――――――――――― 

出席委員(７人) 

        委 員 長 早 田 順 一 

        副委員長 髙 島 和 男 

        委  員 前 川   收 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 髙 木 健 次 

        委  員 岩 本 浩 治 

委  員 坂 梨 剛 昭 

欠席委員(１人) 

        委  員 西 村 尚 武 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 農林水産部 

         部 長 福 島 誠 治 

       政策審議監 竹 内 信 義 

      生産経営局長 山 下 浩 次 

      農村振興局長 久保田   修 

        森林局長 古 賀 英 雄 

        水産局長 山 田 雅 章 

       首席審議員 

兼農林水産政策課長 渡 邉 泰 浩 

      団体支援課長 門 﨑 博 幸 

 流通アグリビジネス課長 井 上 克 浩 

      農業技術課長 酒瀬川 美 鈴 

      農産園芸課長 下 田 安 幸 

         政策監 德 永 浩 美 
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        畜産課長 上 村 佳 朗 

  農地・担い手支援課長 楮 本 亮 治 

      農村計画課長 福 島 理 仁 

      農地整備課長 渡 辺 昌 明 

     むらづくり課長 清 藤 浩 文 

      技術管理課長 鍬 本 隆 男 

      森林整備課長 松 木   聡 

      林業振興課長 入 口 政 明 

      森林保全課長 大 岩 禎 一 

      水産振興課長 中 原 康 智 

    漁港漁場整備課長 菰 田 武 志 

  農業研究センター所長 川 口 卓 也 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 岡 部 康 夫 

     政務調査課主幹 西 村 哲 治 

――――――――――――――― 

  午前９時57分開議 

○早田順一委員長 ただいまから第５回農林

水産常任委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に３名の傍聴の申し出があり

ましたので、これを認めることといたしまし

た。 

 それでは、本委員会に付託された議案等を

議題とし、これについて審査を行います。 

 本日は、審査を効率的に行うため、初めに

農林水産部長から総括説明を受けた後、まず

は令和元年度補正予算関係議案の説明を受

け、その分の質疑応答を行います。 

 その後、令和２年度当初予算関係議案及び

条例等関係議案の説明を受け、その分の質疑

応答を行い、最後にまとめて採決を行いたい

と思います。 

 なお、審議を効率よく進めるため、執行部

からの説明は、着座のままで簡潔にお願いい

たします。 

 それでは、福島農林水産部長から総括説明

を行い、続いて、担当課長から順次説明をお

願いします。 

 福島農林水産部長。 

 

○福島農林水産部長 おはようございます。 

 今定例会に提案しております議案の説明に

先立ち、４点御報告をさせていただきます。 

 １点目は、県内で開催されました国際スポ

ーツ大会への農林水産部の対応でございま

す。 

 ラグビーワールドカップ、女子ハンドボー

ル世界選手権におきまして、県産農林水産物

の各国選手団への提供やファンゾーンでの販

売や紹介、ホテルや交通機関における生花の

装飾や地産地消フェアの開催等を通じて、来

場者に対するおもてなしとＰＲを行いまし

た。 

 今回の国際スポーツ大会は、県産農林水産

物の認知度を高め、くまもとの赤を初めとし

た熊本ブランドの定着を図る絶好の機会とな

りました。今後とも、あらゆる機会を捉え

て、県産農林水産物のＰＲに努めてまいりま

す。 

 ２点目は、日米貿易協定の発効等に関する

件です。 

 本年１月１日に日米貿易協定が発効された

ことを受け、本県農林水産物への影響につい

て、国の試算を参考に、生産量への影響など

を県独自に上乗せして試算しました。その結

果、影響額は、約40億円から約77億円と見込

まれ、１月20日に発表したところです。 

 農林漁業者への影響を最小化できるよう、

国の経済対策に対応し、今定例会に競争力強

化に向けた諸事業の関連予算を提案しており

ますが、引き続き、国に対して、万全な対策

の実施と十分な予算確保を求めてまいりま

す。 

 なお、県内におけるこれまでのＴＰＰ等関

連対策の取り組み状況につきまして、後ほど

その他報告で御報告させていただきます。 

 ３点目は、平成30年の本県農業産出額で

す。 

 去る１月15日に、国が各都道府県の平成30
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年の農業産出額を発表し、本県は、前年同

様、全国で第６位、九州で第３位の3,406億

円となりました。 

 前年と比較して、0.5％の微減となりまし

たが、野菜等の価格低下等により、全国の農

業産出額が2.4％減少する中、野菜以外に

も、畜産、米、果実等をバランスよく生産し

ている本県は、その影響を低く抑えることが

できたと捉えております。 

 今後とも、この本県の特徴を生かすべく、

各分野において、稼げる農業のさらなる加速

化に向けた施策の推進に努めてまいります。 

 ４点目は、ＣＳＦ、ＡＳＦに対する防疫対

策です。 

 一昨年９月以降、岐阜県を初め中部地方、

関東地方の７県の養豚場でＣＳＦの発生が確

認されておりましたが、ことしに入って沖縄

県でも発生が確認され、本県としても、危機

感を強めているところです。 

 ＣＳＦ、ＡＳＦを発生させないための取り

組みとして、11月議会で予算化いただきまし

た野生動物の侵入防護柵設置の補助事業に加

え、今定例会では、国の経済対策を活用し、

養豚場のバイオセキュリティー向上のための

補助事業を提案しております。 

 今後も引き続き、畜産農家が漏れなく防疫

措置を講じるよう、これらの補助事業の活用

を促すとともに、さらなる衛生管理の徹底を

指導するなど、発生予防対策に万全を期して

まいります。 

 それでは、今回提案しております議案等の

概要を御説明します。 

 まず、令和元年度補正予算関係ですが、国

の経済対策分として、先ほど御説明申し上げ

た総合的なＴＰＰ等関連政策大綱に基づく施

策や防災・減災、国土強靱化対策など、99億

円余の増額補正を提案しております。 

 また、通常分として、国庫補助金や事業費

の確定などにより、一般会計、特別会計合わ

せて総額81億円余の減額補正を提案しており

ます。この結果、一般会計、特別会計の補正

後の予算総額は、786億円余となります。 

 次に、令和２年度当初予算関係ですが、３

月に知事選挙を控えていることから、いわゆ

る骨格予算として、大切畑ダムの復旧を初め

とした熊本地震への対応や農林水産業の新規

就業者確保、育成など、県民生活への影響や

緊急性の観点で、年度当初から事業に着手す

る必要がある経費を中心に、一般会計419億

円余、特別会計９億円余、総額428億円余を

提案しております。 

 また、条例等関係として、熊本県卸売市場

審議会条例及び熊本県卸売市場条例を廃止す

る条例の制定など２件、農林水産関係の建設

事業の経費に対する市負担金１件、工事請負

契約の締結１件、工事請負契約の変更２件を

提案しております。また、報告事項は、県が

出捐する一般社団法人の経営状況報告１件で

ございます。 

 以上が今回提案しております議案の概要で

ございます。 

 加えて、その他報告事項としまして、国土

強靱化地域計画の充実に係る取り組み、ＴＰ

Ｐ等関連対策の取り組み状況、新規就農者の

状況の３点を御報告させていただきます。 

 詳細につきましては、この後、それぞれ担

当課長から説明させますので、御審議のほ

ど、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

○渡邉農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 まず初めに、水色の表紙の農林水産常任委

員会説明資料(令和元年度２月補正予算関係)

をお願いいたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 令和元年度２月補正予算総括表でございま

す。 

 農林水産部全体の２月補正予算は、部長か

らの総括説明にもございましたとおり、国の

経済対策等に応じた増額と国庫補助金や事業
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費の確定等に基づく減額を合わせ、特別会計

も含めまして、補正額(B)の欄の一番下、17

億8,700万円余の増額補正で、補正後の総額

は、その右隣の計の欄のとおり、786億8,500

万円余となります。 

 補正予算の詳細につきましては、主なもの

について順次各課から説明いたしますが、説

明に入る前に、まず15ページをごらんくださ

い。 

 今回、補正予算の中で、国の経済対策に対

応するための事業につきましては、説明欄に

四角囲みで、国経済対策と記載しており、ま

た、産地パワーアップ事業等の総合的なＴＰ

Ｐ等関連政策大綱に基づいた施策につきまし

ては、その後に括弧書きでＴＰＰ等と、あわ

せて記載しております。 

 28ページをごらんください。 

 農村地域防災減災事業等の防災・減災、国

土強靱化のための３か年緊急対策として実施

する施策につきましては、括弧強靱化と、あ

わせて記載しております。 

 また、下の29ページの団体営農地等災害復

旧事業等の熊本地震からの復旧、復興に関す

る施策につきましては、同じく四角囲みで、

熊本地震と記載しております。 

 次の30ページをごらんください。 

 棚田地域振興緊急対策事業等の新規の施策

につきましては、マル新と記載しておりま

す。 

 それでは、戻りまして２ページをお願いい

たします。 

 農林水産政策課の補正予算でございます。 

 まず、一番上の段の農業総務費のうち、２

段目の職員給与費につきましては、今年度の

人事異動等に伴う増減に基づき、給与費を確

定させるため、補正を行っております。 

 今回、このような職員の人件費に係る補正

予算が以後たびたび出てまいりますが、いず

れも同様な理由ですので、各課の分も含めま

して、説明は省略させていただきます。 

 次に、その１段下の農政企画推進費です

が、グローバル農業交流推進事業について

は、バリ州との農畜産業技術交流事業につい

て、ＪＩＣＡと相手国との間で事業内容の確

認を行っているところであり、ＪＩＣＡ事業

の着手がおくれていることから、事業規模を

縮小して実施したことにより減額しているも

のでございます。 

 続きまして、この資料の一番最後、53ペー

ジをごらんください。 

 令和元年度繰越明許費の設定でございま

す。 

 繰越明許費につきまして、11月議会にて御

承認いただいたところですが、今回、国の経

済対策分等を追加いたしまして、追加後の設

定額は、上段の農林水産業費の計で328億

9,400万円余、下段の災害復旧費の計で72億

2,400万円余、合計は、一番下の401億1,800

万円余となります。 

 農林水産政策課からは以上でございます。 

 

○門﨑団体支援課長 団体支援課でございま

す。 

 資料、お戻りいただきまして、３ページを

お願いいたします。 

 ４段目の農業近代化資金等助成費の減額に

つきましては、説明欄の農業経営負担軽減支

援資金助成費の貸付実績に伴う減額となりま

す。 

 下から３段目、認定農業者等育成資金助成

費の減額につきましては、説明欄の県低利預

託基金貸付金におきまして、国からの融資枠

配分が要望を下回ったことによるものでござ

います。 

 次の段の債務負担行為の追加につきまして

は、この貸付金を令和２年度当初から実行で

きるようお願いするものでございます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 ２段目の農業共済制度等普及推進費の減額

につきましては、説明欄の農業共済加入促進
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事業におきまして、掛金補助の対象となりま

す農業共済加入者が見込みを下回ったことに

よるものでございます。 

 中段の林業金融対策費、最下段の漁業近代

化資金融通対策費、５ページ上段の金融対策

費につきましては、いずれも貸付実績に伴う

減額でございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 林業改善資金特別会計でございます。 

 ３段目の林業・木材産業改善資金貸付金に

つきましても、貸付実績による減額でござい

ます。 

 下から２段目の債務負担行為の追加につき

ましては、木材産業等高度化推進資金を令和

２年度当初から貸し付けできるようにお願い

するものでございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 沿岸漁業改善資金特別会計でございます。 

 ２段目の沿岸漁業改善資金貸付金につきま

しても、同じく貸付実績による減額となりま

す。 

 団体支援課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○井上流通アグリビジネス課長 流通アグリ

ビジネス課です。 

 ９ページをお願いします。 

 ３段目の農産物流通総合対策費、説明欄、

１のくまもと６次産業化総合支援強化事業

は、企業が経営方針変更で計画を取り下げた

ことによる事業費確定に伴う減です。 

 ２の地域未来モデル事業(農林水産分野)で

すが、これも事業費確定に伴う減です。 

 ３の輸出向けＨＡＣＣＰ等対応施設整備緊

急対策事業は、国経済対策に関する新規事業

であり、加工食品などの輸出拡大に必要なＨ

ＡＣＣＰ等の基準を満たすための真空食品乾

燥機や保管庫、製氷機など、製造、加工、流

通施設等の整備に対する助成を行うもので

す。 

 ４段目のブランド確立・販路対策費の説明

欄、２の小ロット県産食材販路開拓支援事業

は、県費から国費に財源更正を行うもので

す。 

 流通アグリビジネス課は以上です。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○酒瀬川農業技術課長 農業技術課でござい

ます。 

 10ページをお願いいたします。 

 最下段の農作物対策費の土壌保全対策事業

費でございます。 

 説明欄のとおり、主に１の環境保全型農業

直接支払事業の事業費確定に伴う減額による

ものでございます。 

 次のページは、債務負担行為の追加でござ

います。 

 令和２年度当初から継続して業務の委託を

行う必要があるため、説明欄、１の熊本型特

別栽培農産物認証業務ほか２つの業務委託の

債務負担行為の追加をお願いするものでござ

います。 

 12ページをお願いいたします。 

 最下段の農業研究センター費の企画経営情

報費でございます。 

 説明欄の次世代農業ローカルイノベーショ

ン創出事業は、平成29年度事業で、30年度へ

繰り越して事業を実施しているものですが、

昨年２月時点で工事契約に至っていなかった

ため、平成31年度当初予算にも計上をいたし

ておりましたが、結果として、31年３月下旬

までに全て契約が成立し、次年度への事故繰

越が可能となったため、全額を取り下げるも

のでございます。 

 次のページの試験研究費でございますが、

これは、説明欄、１の耕種部門試験研究費と

２の外部資金委託研究費は、受託試験の減少

による減額でございます。 

 次の３の外部資金委託研究費は、国の経済

対策に対応し、草地畜産研究所が行うスマー
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ト農業技術実証に要する経費として増額をお

願いいたしております。 

 農業技術課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○下田農産園芸課長 農産園芸課でございま

す。 

 14ページをお願いいたします。 

 下から２つ目の枠、農作物対策費の野菜振

興対策費についてでございます。 

 右の説明欄にあります野菜価格安定対策事

業は、野菜価格が低下した場合に補給金を交

付するための資金を造成するもので、今回、

本年度の必要資金造成額が確定したことに伴

い、予算の増額とその下の支払い保証に必要

な債務負担限度額の引き上げをお願いするも

のでございます。 

 次に、15ページ上段の生産総合事業費で

す。 

 右の説明欄、１の強い農業づくり支援事業

と２の産地パワーアップ事業につきまして

は、事業実施時期の次年度以降への変更や入

札残等、事業費確定に伴う減額でございま

す。 

 ３の産地パワーアップ事業につきまして

は、今回の国の経済対策、ＴＰＰ等対策予算

に対応した産地パワーアップ事業での施設整

備の助成に関する増額でございます。 

 農産園芸課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○上村畜産課長 畜産課でございます。 

 16ページをお願いいたします。 

 中段の畜産総合対策事業費でございます。 

 説明欄に記載しております畜産クラスター

事業は、国が２次補正で予算化したことを受

けて、県でも予算化をお願いするものでござ

います。 

 下段の畜産生産基盤総合対策事業費でござ

います。 

 説明欄に記載しております１のひと・う

し・しごとづくり事業と２の放牧活用型草原

等再生事業は、両事業とも事業費確定に伴

い、減額を計上するものでございます。 

 17ページ上段に債務負担行為の追加もお願

いしております。 

 説明欄の家畜改良増殖総合対策事業は、肉

用牛の種雄牛造成の推進や改良組織の育成強

化を行うもので、４月から業務を委託する必

要があることから、債務負担行為を設定する

ものでございます。 

 中段の畜産経営安定対策事業費でございま

す。 

 説明欄、１の家畜畜産物価格安定対策事業

は、肉用子牛、肉豚及び鶏卵の価格変動によ

る農家の損失を補塡するための基金造成に対

する助成ですが、事業費確定に伴う減額と事

業期間が終了した肉豚基金の無事戻しによる

財源更正でございます。 

 ３の畜産総合対策事業は、共同利用施設整

備を実施する団体に対し助成するものでござ

います。待ち受け予算として確保しておりま

したが、本年度は、要望が少なかったため、

減額計上しております。 

 下段に記載の債務負担行為の追加もお願い

しております。 

 説明欄の畜産経営技術高度化推進事業は、

畜産農家に対して経営技術の総合支援を行う

もので、４月から業務を委託する必要がある

ことから、債務負担行為を設定するものでご

ざいます。 

 18ページをお願いします。 

 説明欄２段目の畜産ＧＡＰ推進事業は、畜

産農家に対してＧＡＰの認証取得に向けた取

り組みを進めるものでございます。４月から

業務を委託する必要があることから、債務負

担行為を設定するものでございます。 

 下から３段目の家畜保健衛生所整備費でご

ざいます。 

 説明欄の家畜保健衛生所施設整備事業は、
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城南家畜保健衛生所の設計委託や阿蘇家畜保

健衛生所の庁舎施工に伴う工事費等の事業費

確定に伴い、減額を計上するものでございま

す。 

 19ページ、４の家畜衛生管理指導事業は、

国が２次補正で予算化したことを受けまし

て、県でも予算化をお願いするものでござい

ます。 

 畜産課は以上でございます。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

 

○楮本農地・担い手支援課長 農地・担い手

支援課でございます。 

 資料20ページでございます。 

 まず、農業総務費、説明欄、１の農地集積

加速化事業につきましては、農地中間管理機

構を通した集積に対する国の集積協力金など

でございますが、交付対象面積が見込みを下

回ったことによる減額でございます。 

 下の段の農業委員会等振興助成費は、農業

委員等の活動に対する国の交付金などでござ

いますが、内示減や事業費が見込みを下回っ

たことによる減額でございます。 

 次に、最下段の農業次世代人材投資事業に

つきましては、新規就農者等へ交付される従

前の青年就農給付金でございますが、今年度

の給付対象者が806人となったことによる事

業費確定に伴う減額でございます。 

 下の21ページでございます。 

 説明欄、２の新規就農支援緊急対策事業

は、国の経済対策に対応した新規事業でござ

いますが、30代から40代の就職氷河期世代の

就農希望者の研修に対する給付金でございま

す。 

 次に、中段の農業構造改善事業費でござい

ますが、説明欄の２つの事業とも担い手に対

するハウスや機械等の導入に対する助成でご

ざいます。 

 まず、１の担い手づくり支援交付金事業に

つきましては、国の内示減に伴う減額でござ

います。 

 ２の担い手確保・経営強化支援事業につき

ましては、国の経済対策に対応して計上して

いるものでございます。 

 次に、最下段から次の22ページ上段につき

ましては、農業大学校の事業に係る財源更正

等でございます。 

 農地・担い手支援課は以上でございます。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○福島農村計画課長 農村計画課です。 

 24ページをお願いします。 

 ４段目の国営土地改良事業直轄負担金でご

ざいます。 

 説明欄、１の事業費確定に伴う減とあわせ

まして、２の八代平野地区の国土強靱化に係

る国補正分として増額を計上しているところ

です。 

 最下段の土地改良事業等指導監督費は、土

地改良施設の資産評価等を行うものですが、

事業費の確定に伴いまして、減額を計上して

おります。 

 25ページ、１段目の土地改良施設維持管理

事業費は、土地改良施設の維持管理等に係る

経費でございますが、このうち、突発事故に

対応するための経費につきまして、事業費の

確定に伴い、減額を計上しているところで

す。 

 ５段目の県営土地改良調査計画費は、県営

農業農村整備事業の実施を予定している箇所

につきまして、事業計画書の作成等を行うも

のでございますが、説明欄、１の国庫内示減

に伴う減額とあわせまして、２の国土強靱化

に係る国補正分としまして、防災重点ため池

に係る調査費を増額計上しているところで

す。 

 26ページをお願いします。 

 １段目の団体営土地改良調査計画費は、市

町村等が実施いたします団体営農業農村整備

事業の調査及び事業計画策定等を行うもの
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で、国庫内示減に伴う減額を計上していると

ころです。 

 ２段目の団体営農業農村整備事業費は、市

町村等が事業主体となりまして生産基盤整備

等を行う事業でございますが、説明欄下段の

とおり、国土強靱化に係る国補正分として、

農業水利施設の安全施設整備に係る費用を増

額計上しています。 

 最下段の海岸保全直轄事業負担金でござい

ますが、説明欄のとおり、事業費確定に伴う

減額を計上しているところです。 

 農村計画課は以上です。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

 

○渡辺農地整備課長 農地整備課です。 

 27ページをお願いします。 

 ５段目の土地改良費でございます。 

 国の農業農村整備事業など各種補助事業を

活用しまして、施設等の整備を行うものでご

ざいます。 

 内訳としましては、最下段の農業生産基盤

整備事業費ですが、説明欄、１のとおり、事

業費確定に伴います減と、２のとおり、国の

経済対策分として、農業生産基盤の整備及び

担い手への農地集積に要する経費について増

額補正をお願いするものでございます。熊本

市の松の木堰地区ほか11地区で実施すること

としております。 

 28ページをお願いいたします。 

 ４段目の農地防災事業費でございます。 

 説明欄、１のとおり、事業費確定に伴いま

す減と、２のとおり、国の経済対策分とし

て、排水機場や農地海岸等の整備に要する経

費につきまして増額補正をお願いするもので

ございます。八代市の金剛地区ほか10地区で

実施することとしております。 

 29ページをお願いいたします。 

 農地災害復旧費でございます。 

 ２段目の団体営農地等災害復旧事業費は、

説明欄のとおり、熊本地震等により被災した

農地や農業用施設の復旧を行う市町村に対す

る助成でございます。事業の進捗が図られた

ことに伴い、増額補正をお願いするものでご

ざいます。 

 ３段目の県営農地等災害復旧事業費は、説

明欄のとおり、事業費確定に伴います減と、

４段目にございます被災した大切畑ダムの堤

体等の動態観測を本年度に引き続き行うもの

でございます。 

 農地整備課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○清藤むらづくり課長 むらづくり課でござ

います。 

 30ページをお願いします。 

 ３段目の農政諸費については、説明欄の１

の世界農業遺産推進事業は、世界農業遺産に

認定されている阿蘇地域の農産物のＰＲやブ

ランド化を推進する事業で、国の地方創生推

進交付金の活用に伴う財源更正を行うもので

す。 

 ４段目の山村振興対策事業費については、

説明欄の１の中山間地域等直接支払事業は、

中山間地域で農業生産活動を行う農業者に対

する直接支払交付金で、事業費の確定に伴う

減額です。 

 また、３の棚田地域振興緊急対策事業は、

国の経済対策を活用した新規事業で、棚田地

域振興法に基づき、地域指定を目指す地域が

実施する調査や活動計画の作成、環境整備等

に対する助成を行うものです。 

 31ページをお願いします。 

 ２段目の農作物対策推進事業費について

は、説明欄の１の地域ぐるみの鳥獣被害防止

対策パワーアップ事業、２のくまもとジビエ

活用支援事業については、農作物の鳥獣被害

対策と捕獲した鳥獣肉をジビエとして活用を

推進するための事業で、いずれも事業費確定

に伴う減額です。 

 ３の鳥獣被害防止総合対策事業は、国の経
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済対策を活用し、有害鳥獣の捕獲に対する助

成を行うための増額補正でございます。 

 ６段目から32ページの１段目の県営中山間

地域総合整備事業費について、まず、説明

欄、１の県営中山間地域総合整備事業費は、

中山間地域において、生産基盤と生活環境整

備を総合的に実施するもので、通常分の事業

費確定に伴う減額です。 

 また、32ページの２の県営中山間地域総合

整備事業費は、国の経済対策を活用して事業

を実施するための増額補正でございます。 

 ３段目の農地・水・環境保全向上対策事業

費は、農業や農村の多面的機能の維持、発揮

を図るための共同活動を支援する多面的機能

支払事業の事業費確定に伴う減額補正でござ

います。 

 むらづくり課は以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○鍬本技術管理課長 技術管理課でございま

す。 

 資料33ページをお願いいたします。 

 ３段目の地籍調査費でございます。 

 説明欄、１は、国庫内示減に伴う減額補正

でございます。 

 ２の地籍調査費は、国の経済対策で、国土

強靱化として、浸水想定区域などにおいて市

町村が実施します地籍調査に対する助成でご

ざいます。 

 ５段目は、債務負担行為の変更及び追加で

ございます。 

 説明欄の積算基礎資材単価調査業務は、農

林水産部が発注します公共工事の資材単価を

調査する業務です。総合評価方式事前登録審

査業務は、総合評価方式による入札事務の効

率化を図るため、企業の実績を審査しまして

データベース化するものでございます。両業

務とも４月から業務に取りかかるため、３月

中に委託契約する必要がありますので、債務

負担行為の設定を行うものでございます。 

 技術管理課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○松木森林整備課長 森林整備課でございま

す。 

 35ページをお願いします。 

 ３段目の森林計画樹立費で減額補正をお願

いしておりますが、これは、説明欄の２、森

林所有者や境界の確認などの活動に対して支

援を行う森林整備地域活動支援交付金事業に

おける事業費確定に伴う減でございます。 

 36ページをお願いします。 

 最上段の水とみどりの森づくり税基金積立

金につきましては、同税の充当事業におきま

して、入札残の発生や事業費確定に伴う減な

どにより生じた執行残を基金に積み増すもの

でございます。 

 最下段の流域総合間伐対策事業費で増額補

正をお願いしております。 

 主に、国の経済対策に対応して、木材加工

施設へ原木を低コストで安定的に供給するた

めの間伐や路網整備等につきまして助成する

ものでございます。 

 37ページ２段目の造林事業費でございま

す。 

 説明欄の１、間伐や路網整備等の森林整備

に対する助成事業でございます森林環境保全

整備事業における事業費確定により、減額を

お願いしております。 

 なお、同事業につきましては、４にありま

すとおり、国の経済対策を踏まえ、増額をお

願いしております。 

 森林整備課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○入口林業振興課長 林業振興課でございま

す。 

 40ページをお願いします。 

 １段目の債務負担行為の追加につきまして

は、説明欄にありますように、昨年度開校し
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ましたくまもと林業大学校を４月から運営す

るために必要な経費をお願いするものでござ

います。 

 最下段の林業・木材産業振興施設等整備事

業費につきましては、説明欄、１の林業・木

材産業振興施設等整備事業は、国庫補助金の

内示減と事業費確定に伴う減額をお願いして

います。 

 一方、３の林業・木材産業生産性強化対策

事業は、国の経済対策に伴うＴＰＰ等対策に

取り組むものです。木材製品の付加価値向上

を図るための施設整備に対する助成について

増額補正をお願いするものでございます。 

 続きまして、41ページをお願いいたしま

す。 

 ２段目の林道事業費につきましては、説明

欄、１の県営林道事業は、事業費確定に伴う

減額をお願いしています。 

 一方、５の県営林道事業は、国の経済対策

に伴うＴＰＰ対策で、森林整備や林業生産性

の向上を図るために県が行う地域の幹線とな

る林道の開設に要する経費について増額補正

をお願いするものでございます。 

 42ページをお願いいたします。 

 説明欄、１段目の市町村営林道開設事業、

２段目の市町村営林道改良事業、３段目の市

町村営林道舗装事業は、国の経済対策に伴

い、森林整備や林業生産性の向上を図るため

に、林道の開設、改良、舗装を行う市町村に

対する助成について増額補正をお願いするも

のでございます。 

 下から４段目の林道災害復旧費につきまし

ては、説明欄にありますように、豪雨等によ

り被災した林道の復旧を行う事業において、

事業費等が確定したことに伴い、減額補正を

お願いするものでございます。 

 林業振興課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○大岩森林保全課長 森林保全課でございま

す。 

 43ページをお願いします。 

 ４段目の水とみどりの森づくり事業費で

す。 

 債務負担行為の追加をお願いしています。 

これは、森林ボランティア団体等に対し

て、技術研修や機材の貸し出しなど、総合的

な活動支援を行う森づくりボランティアネッ

ト運営の４月からの業務委託でございます。 

 最下段の治山事業費は、県が山地災害の復

旧や予防の工事を行うもので、説明欄、１の

治山事業と２の治山激甚災害対策特別緊急事

業について、事業費の確定に伴う減額補正を

お願いしております。 

 44ページをお願いします。 

 説明欄、３の治山事業は、国の経済対策に

伴い、国土強靱化として、重要インフラ周辺

等の荒廃森林の復旧及びその予防を行うもの

で、増額補正をお願いするものでございま

す。 

 ４の治山激甚災害対策特別緊急事業は、同

じく、国の経済対策に伴い、熊本地震により

発生した山地災害で、緊急かつ集中的に実施

が必要な治山事業について増額補正をお願い

するものでございます。 

 ２段目の債務負担行為の変更は、治山事業

のゼロ国債に係る追加変更をお願いするもの

でございます。 

 ３段目の緊急治山事業費は、県が梅雨前線

豪雨等による山地災害の緊急な復旧工事を行

うもので、事業費の確定に伴う減額補正をお

願いしております。 

 ４段目の単県治山事業費は、国庫の対象と

ならない小規模な山地災害の復旧工事で、県

営、市町村営ともに事業費の確定に伴う減額

補正をお願いしております。 

 45ページをお願いします。 

 ３段目の保安林整備事業費は、県が、保安

林において、森林の機能を維持、強化するた

め森林整備を行うもので、事業費の確定に伴
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う減額補正をお願いしております。 

 ６段目の治山施設災害復旧費は、被災した

治山施設の復旧を行うもので、事業費の確定

に伴う減額補正をお願いしております。 

 森林保全課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○中原水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 46ページをお願いいたします。 

 ５段目の浅海増養殖振興事業費で２件の債

務負担行為の追加をお願いしております。 

 説明欄、１のヒトエグサ人工採苗網生産業

務につきましては、ヒトエグサ人工採苗網の

量産技術の開発を委託するものです。また、

２のクマモト・オイスター種苗生産業務は、

クマモト・オイスターの試験養殖用の稚貝の

生産を委託するものでございます。 

 47ページをお願いいたします。 

 水産資源保護育成事業費、２段目の債務負

担行為の追加につきましては、説明欄にあり

ますとおり、水産動物種苗生産等水産振興業

務で、マダイ、クルマエビなどの水産動物の

種苗生産を委託するものです。これらは、全

て年度当初からの事業実施が必要なことか

ら、債務負担行為設定をお願いするものでご

ざいます。 

 最下段の漁業取締費につきまして、48ペー

ジをお願いいたします。 

 説明欄、３、漁業取締船法定検査関係工事

費は、取締船「あそ」の法定検査の事業費確

定に伴う減をお願いするものです。 

 また、３段目、水産研究センター費の説明

欄、３、外部資金活用事業は、公募型資金を

活用し、大学等とのＪＶによる研究につきま

して、国の事業費確定に伴う減をお願いする

ものでございます。 

 水産振興課は以上です。御審議よろしくお

願いいたします。 

 

○菰田漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 49ページをお願いいたします。 

 最下段の漁港施設機能強化事業費につきま

しては、防波堤や岸壁等の改良及び機能診断

等により漁港施設の機能強化を図る経費でご

ざいますが、50ページをお願いします。 

 最上段の説明欄、２につきましては、国の

経済対策に伴い、国土強靱化関連予算としま

して、増額補正をお願いするものです。 

 ２段目の漁村再生整備事業費につきまして

は、説明欄にありますとおり、漁村再生交付

金事業の国庫内示減による減額でございま

す。 

 ３段目の漁港関係港整備事業費の説明欄に

あります水産物供給基盤機能保全事業費は、

漁港施設の老朽化等に対し、保全計画に基づ

き長寿命化等の対策工事を行うものですが、

国の経済対策に伴い、国土強靱化関連予算と

しまして、増額補正をお願いするものです。 

 最下段の水産流通基盤整備事業費でござい

ますが、流通の拠点漁港におきまして、水産

物の品質、衛生管理の向上や陸揚げ、集出荷

機能の強化等に資する整備を行うための経費

でございますが、51ページをお願いします。 

 上段、２は、国の経済対策に伴い、ＴＰＰ

等関連予算としまして、増額補正をお願いす

るものです。 

 中段は、水産生産基盤整備事業費でござい

ますが、本事業は、浅海域における漁場や藻

場、干潟などと当該漁場等に関連する漁港施

設の整備を行うために要する経費で、２は、

国の経済対策に伴い、国土強靱化関連予算と

しまして、増額補正をお願いするものです。 

 漁港漁場整備課は以上でございます。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○早田順一委員長 以上で執行部の説明が終

了しましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 
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 なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課と事業名を述べてからお願いしま

す。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のまま説明をしてください。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○前川收委員 ちょっとページで言いにくい

んですけれども、じゃあどこから行くかな。

事業課のほうで何ページがわかりやすいか

な。済みませんね。44ページ、森林保全課。 

 43ページから始まる治山事業費の中で、い

わゆる一般当初から組んであった治山事業費

は、事業費確定に伴って減額補正ということ

で、これは、１番も２番の激甚災害対策特別

緊急事業というものも含めて減額補正をされ

ておりますが、次の44ページに、同様の治山

事業、または同様の治山激甚災害対策特別緊

急事業ということで、国の経済対策、いわゆ

る国の補正予算ですね。これは、たまたま強

靱化となってますし、下の激甚のほうは、熊

本地震とそれから国経済対策の国土強靱化と

いうことになっておりますが、これは、全体

的にこういうところがたくさんあったという

ふうに思いますけれども、年度当初からやろ

うと思ってた事業があって、まだ終わってな

い、もしくはなかなかできづらかったという

部分を、その事業を新しく出た経済対策に切

りかえて、事業としては乗せかえて、非常に

県負担が少ない効率的な事業に切りかえてい

るというような認識でよろしいんですかね。

全部じゃないかもしれませんけれども、その

部分で、トータルでどなたか――別にこれは

――たまたまここを森林保全課長に聞いたわ

けでありますが、ずらっとあるじゃないです

か、それが――誰がわかる――じゃあ、森林

保全課長かな。 

 

○大岩森林保全課長 今委員がおっしゃいま

したように、やはり事業執行ができなかった

ものを経済対策を活用して効率よく実施する

もの、それとやっぱり国の内示減、あるいは

工事関係であれば、事業費が確定したことに

伴います減額等が生じております。 

 ただ、やはりこの経済対策につきまして

は、国土強靱化とか、新たな採択要件、重要

インフラの整備とか、そういった新たな課題

に対しての緊急性が高いものについての予算

が仕組まれましたので、これはまた、今まで

やってたものを、予算の単なるつけかえとい

うよりも、経済対策関係については、有効に

活用して新たな事業を立ち上げたということ

じゃないだろうかと思っております。 

 

○前川收委員 だろうか。ということは、減

額補正されてるものは、やっぱり当初予定し

てたけれども、なかなか、現場の都合等々も

あって、事業化できなかった部分は減額しま

しょうと。補正予算の分は、そこではなく

て、それでできなかったやつが予算でできる

わけじゃないでしょうから、また別途違うと

ころで、新たな事業として効率的な事業に取

り組むという形で考えてよろしいんですか

ね。 

 

○大岩森林保全課長 今おっしゃったとおり

でございます。 

 

○前川收委員 たまたまできそうだけど、こ

れが出るならばこっちに待っとこうかという

ような話なのかなと思ってたけれども、全体

的には――部長どうですか。その流れとして

は。 

 

○福島農林水産部長 基本的には、２月の国

の補正予算に対応して計上させていただいて

いる予算については、前倒しでございます。

次年度以降予定していたのを前倒し、これは

ほとんどと言っていいかと思います。そうい

う意味では、非常に有効にこの補正予算を活
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用させていただいて、できるだけ迅速に事業

が執行できるように取り組めるものと思って

おります。 

 

○前川收委員 はい、わかりました。 

 まだいいですか、引き続き。済みません。 

 13ページ、農業技術課。 

 試験研究費の中で、説明欄、３番のＩｏＴ

を活用したスマート農業技術による中山間地

域における放牧推進システムの実証に要する

経費という話で予算化されておりますけれど

も、結構――たくさんじゃないかもしれぬけ

れども、放牧してた牛がいなくなったという

事象があって、どがん捜したっちゃ見つから

ぬという事象がありましたよね。それは、亡

くなっているんだったらどっかに死骸ぐらい

ありそうなもんだけどないというのを、私の

地元の人もそういう人がいたので、そういう

のがなくなるようなやつかなということが１

つで、そのことの説明をお願いしたいと思い

ます。 

 続いて、18ページ、畜産課。 

 家畜衛生推進対策事業費ということで、上

から５段目ですかね。 

 熊本県産業動物獣医師確保のための修学資

金の事業が減額補正になっていますけれど

も、産業動物獣医師というのは、もちろん県

庁職員になっていただく人も含めてですけれ

ども、非常に不足してて、せっかく家畜保健

衛生所は新築してるけれども、中で仕事をす

る獣医師の皆さん方がこの後も安定的に確保

できるのかという、非常に大きな不安が畜産

農家の中にはあるわけですね。それは、家畜

保健衛生所の試験だけじゃなくて、一般的な

畜産をやっていく上においては全く不可欠で

ありますから、獣医師さんがいないとできな

いんですけれども、そういった部分につい

て、この新しい――新しくはないけれども、

これは修学資金事業というのはやってありま

すが、現状はいかがなんですかね。県の大型

動物の獣医師の推移というものについて、ど

ういう危機感を持ってらっしゃるのか。ま

た、その具体的対策として、これは一つの対

策だというふうに思っておりますけれども、

これ以外でも何か考えていかなきゃいけない

部分があるのじゃないかなという思いを私は

持っておりますけれども、その点についてが

もう一つですね。 

 最後に、もう１つ。15ページの生産総合事

業ですけれども、強い農業づくり支援事業と

か産地パワーアップ事業という事業が上がっ

ておりますが、例のポイント制の話ですね。 

 特に強い農業づくり交付金事業だったと思

いますけれども、農家が新しく機械を更新し

たいという話があったときに、申請で手を挙

げられますが、ポイント制度がなかなか難し

くて、以前はちゃんと補助がついてた。例え

ば、予算の関係で、ことしはだめでも来年待

っとってくださいと、来年は何とかなりそう

ですとか、そういう話で済んでたやつが、も

ういわゆるポイント制の――ちょっと変わっ

たとは聞いてますけれども、ポイント制でい

けば、何年待ってもそういう補助を受けられ

ないという状況があったと。これは、国が決

めているポイント制ですから、なかなか難し

いんですけれども、その上で、市町村がそれ

をまとめていただくんだけれども、おたくは

もうこの状態じゃ絶対ポイントは届かないか

ら申請を下げてくれと、申請するなという指

導すらあったというお話を私の地元では聞い

ております。 

 この産地パワーアップ事業を含めた生産総

合事業のポイント制については、どう変わっ

てきているのか教えていただければと思いま

す。 

 以上です。 

 

○酒瀬川農業技術課長 農業技術課でござい

ます。 

 ただいまの御質問の外部資金のＩｏＴを活



第５回 熊本県議会 農林水産常任委員会会議記録（令和２年２月20日) 

 - 14 - 

用したスマート農業なんですけれども、これ

につきましては、放牧牛を、普通、農家の皆

さんが１日１回監視に行かれるんですけれど

も、非常に担い手が少なくなっているので、

労力的な部分もございます。ですから、牛に

ＩＣタグをつけます。そして、長距離Wi-Fi､

それからクラウド上とリンクしまして、その

ＩＣタグをつけましたので、牛の行くところ

がわかるということで、放牧牛を監視するシ

ステム等、そういった技術を開発していくと

いうことで予算を計上いたしております。 

 

○上村畜産課長 委員おっしゃいますよう

に、産業動物獣医師につきましては、近年高

齢化が進んでいること、あと、新規の就業者

が少ないことから、今後、地域によっては、

不足することが懸念されております。不安を

抱えてらっしゃる農家の方も多いと思いま

す。 

 県では、10年ごとに、獣医療を提供する体

制の整備を図るための熊本県計画を策定して

おります。それが32年度までの計画でござい

ますので、令和２年度に新たに計画をつくり

かえることとしております。安定的な確保が

急務であるということで、先ほど委員がおっ

しゃいました獣医師の修学資金の件をやって

おります。修学資金貸与事業の中で既に実績

が出ておりまして、令和元年度、既に１人入

庁されて、あと、共済とか、菊池ですけれど

も、ほかの関係の家畜に対応する獣医さんが

２名就業されております。実績は上がってい

るところです。 

 ちなみに、令和２年度につきましては、さ

らに増額いたしまして、多くの人を修学資金

で対応しまして、本県への入庁並びに本県の

獣医業に勤めていただくようにしておりま

す。 

 あと、加えまして、獣医さんでなければで

きない部分ではなくて、例えば、地域一体と

なって、妊娠鑑定の技術、新しい技術がござ

いますので、そういうことにつきましても、

県酪連とかと一緒になりまして、それを活用

して獣医さんが少なくてもできるようなやり

方というのも検討していきたいと思っており

ます。 

 

○下田農産園芸課長 農産園芸課でございま

す。 

 15ページの強い農業づくり支援事業と産地

パワーアップ事業につきましては、いずれも

ポイント制に基づいて採択をされる事業とな

っております。 

 強い農業づくり支援事業につきましては、

国の交付金の制度上、強い農業担い手づくり

総合支援交付金という形で、従来の強い農業

づくり交付金と従来の経営体育成支援事業と

いう２つの事業が、国では一括をされるとい

う形になっております。 

 そのうち、施設整備等を行いますのが、強

い農業づくり支援事業と産地パワーアップ事

業でございますが、こちらにつきましては、

産地パワーアップ事業で予算を多く確保して

いただいたこともありまして、本年、昨年と

もにポイントを確保できまして、全て熊本県

からの要望は採択をされた状況にございま

す。 

 一方で、個人の農業機械の導入につきまし

ては、経営体育成支援事業でございますの

で、そこは所管の農地・担い手支援課のほう

から説明を申し上げます。 

 

○楮本農地・担い手支援課長 農地・担い手

支援課でございます。 

 先ほど御質問のございました個別の補助に

つきましては、資料の21ページにございます

――左側の農業構造改善事業費のところの説

明欄の番号１、担い手づくり支援交付金事

業、従前は経営体育成支援事業と言っており

ましたけれども、その事業でございます。 

 事業につきましては、委員からも説明ござ
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いましたけれども、人・農地プランの地区ご

との採択ということになっておりまして、地

区で申請者の方が数名いらっしゃれば、その

平均の点数がポイントになるというようなこ

とで、高い方もいらっしゃれば低い方もござ

いますので、平均点ということで、すべから

く採択になるというようなことではないとい

うことでございます。ただ、全国的に見まし

て、どうしても土地利用型の採択のほうが、

そういうのが優先されるような採択のポイン

ト、基準になっておりましたので、本県から

も要望したところでございます。 

 １つは、所得でのポイントをつくってくれ

ということで、これは新設をされました。そ

れから、規模拡大ということではなくて、部

門ごとに、特に、施設園芸だったり、果樹だ

ったり、本県の強い部分、そういったところ

につきましては、そういった部分がきちっと

発揮できるようなポイントを設定してくれと

いうことで、こちらのほうも多少ポイントが

つくというような感じになっております。 

 それから、熊本県、新規就農者は多うござ

いますので、そういったものの優遇ポイント

もつくってくれということで、ポイントが改

善されてきているというようなことでござい

ますが、ただ、全国的に見ましても、非常に

希望が多い事業でございまして、今年度の採

択につきましても、本県では32％程度の採択

率になっております。 

 ただ、全国的に見ますと、非常に本県は配

分が高額になっているというような県でござ

いまして、ただただ今後ともしっかりやって

いかなきゃいけないということでございます

が、そういった部分もございまして、本年度

から、国の要望調査が来ましてから採択まで

が時間がないものですから、県のほうで独自

に事前調査を実施しまして、事前にポイント

がアップするような指導をやっております。 

 その結果、今年度につきましては、１ポイ

ントから２ポイント上昇するような結果にな

っておりますので、引き続き、そういう取り

組みもしながらしっかりとやっていきたいと

いうふうに考えているところでございます。 

 

○前川收委員 じゃあ、最初のＩｏＴを活用

したスマート農業技術、いわゆる放牧の管理

システムということで、まだ実証の段階だと

思いますが、ぜひこれは早く実行できるよう

にしていただければと思ってます。放牧シス

テムというのは、熊本県の畜産の特色でしょ

うから、阿蘇も含めて、ほとんど阿蘇なんで

すけれども、やっぱりそれが生かされる、地

域特性が生かされる農業というものをしっか

りやっていただきたいので、ぜひ、実証じゃ

なくて実施していただけるような準備を早く

進めてもらえればというふうに思っておりま

す。 

 それから、獣医師のほうには少しずつ実績

が出てきているというお話でありますので

――とはいえ、地元の畜産農家の不安という

のは非常に大きくて、現在頑張ってらっしゃ

る皆さんの高齢化、いわゆる獣医師の高齢化

というものもあって、大丈夫だろうかという

話が大分ありますので、しっかり取り組んで

ください。 

 それと、最後のポイントの話なんですけれ

ども、もう今はないかもしれませんが、ぜひ

市町村に――最初、窓口は市町村になるので

――市町村がもう無理だからおたくはだめよ

と言って手も挙げさせないという話が私の耳

にも何回か入ってきたんです。そこだけはや

っぱりやめてください。自分たちが農業をや

っている上で必要な機械整備をしたいという

思いがあるのに、役所が制度はあるけど受け

付けないという話は、やっぱりあるべきじゃ

ないと思います。その人たちについても、ポ

イント制といっても、勉強してポイントを上

げる工夫というのがあることは、私は知って

おりますので、そういうことをしっかり県も

中心になって、一緒になってやっていただき
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ながら、できる限りポイントを上げてやると

いうこと。それともう一つは、ポイント制の

矛盾は、家族経営とかそういった農家に対し

ては非常に厳しい状況になってまして、で

も、やっぱり小規模家族経営というのは大事

な部分でありますから、その辺にもちゃんと

光が当たるような改正を、我々も頑張ります

けれども、執行部のほうからも、そういった

こともとれるポイントに変わっていってもら

えるように努力をしてください。 

 以上です。答弁は要りません。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 なければ、これで質疑を終了します。 

 続いて、令和２年度当初予算関係議案及び

条例等関係議案について、関係課長から順次

説明をお願いします。 

 

○渡邉農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 お手元の緑色の表紙、農林水産常任委員会

説明資料(令和２年度当初予算関係)をお願い

いたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 令和２年度当初予算総括表でございます。 

 部長の総括説明にもございましたとおり、

令和２年度当初予算は、いわゆる骨格予算と

しての編成で、本年度当初予算額(A)の欄の

一番下、428億7,900万円余となっておりま

す。 

 予算の詳細につきましては、主なものにつ

いて、順次各課から御説明申し上げますが、

先ほど申し上げました２月補正予算と同様、

新規の施策についてはマル新、総合的なＴＰ

Ｐ等関連政策大綱に基づいた施策につきまし

ては、四角囲みでＴＰＰ等、防災・減災、国

土強靱化のための３か年緊急対策として実施

する施策については強靱化、熊本地震からの

復旧、復興に関する施策については熊本地震

と記載しております。 

 では、めくっていただきまして、２ページ

でございます。 

 農林水産政策課関連の予算でございます。

主なものを御説明申し上げます。 

 まず、一番上でございます。 

 農業総務費のうち、職員給与費について

は、現在配置しております職員数に応じまし

て計上しております。 

 職員給与費につきましては、各課同様でご

ざいますので、以下、各課の分も含めまし

て、個別の説明は省略させていただきます。 

 下の３ページをお願いいたします。 

 一番上の段の農業公園費は、農業公園の指

定管理者への委託に要する費用等でございま

す。 

 農林水産政策課からは以上でございます。 

 

○門﨑団体支援課長 団体支援課でございま

す。 

 続く資料４ページをお願いいたします。 

 下段、農業近代化資金等助成費のうち、説

明欄、１の農業近代化資金につきましては、

融資枠を前年度から５億円増額をいたしまし

て60億円としております。 

 最下段は、説明欄、１の近代化資金、２の

負担軽減支援資金におきまして、償還期間中

の債務負担行為の設定をお願いするものでご

ざいます。 

 ５ページ中段の農業信用基金協会出資金に

つきましては、農業近代化資金等の無担保、

無保証人による債務保証のための出捐でござ

います。 

 ６ページをお願いいたします。 

 中段の認定農業者等育成資金助成費のう

ち、説明欄の２、県低利預託基金貸付金につ

きましては、融資枠を14億から21億6,900万

円に拡大をしておるところでございます。 

 下段の経営対策資金助成費につきまして

は、説明欄、１の鳥インフルエンザでござい

ますとか、次ページ、４の熊本地震等災害等
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の対策といたしまして創設した資金に係る利

子補給費助成等を行うものでございます。 

 ７ページ、３段目の農業協同組合指導費、

次の８ページ、上段の農業共済団体指導費、

下段の森林組合総合強化対策費につきまして

は、それぞれ、農協、農業共済組合、森林組

合に対します指導、検査等に要する経費でご

ざいます。 

 ９ページの林業金融対策費につきまして

は、説明欄のとおり、林業振興資金貸付金と

しまして、森林組合や椎茸農協等、林業関係

の団体に必要な運営資金を融通するための貸

付原資を金融機関に預託するものでございま

して、多様な資金需要に対応できるようメニ

ューを設けているところでございます。 

 10ページをお願いいたします。 

 ４段目の水産業協同組合指導費のうち、説

明欄の２、赤潮特約掛金補助と４の漁業共済

加入促進支援事業につきましては、漁業共済

の加入促進のために、共済掛金の一部を助成

するものでございます。 

 下段の漁業近代化資金融通対策費につきま

しては、漁船リースなど、漁業経営の近代化

を図るための融資に係る利子補給を行うもの

でございまして、11ページの上段につきまし

ては、その償還期間中の債務負担行為の設定

をお願いするものでございます。 

 下段の金融対策費のうち、説明欄、２の漁

業振興貸付金につきましては、県海水養殖漁

協、それと(2)の県漁連に対しまして、事業

運営に必要な運転資金を融資するための預

託、説明欄、３の漁業経営維持安定対策事業

費につきましては、中小漁業者の経営改善の

ための借りかえ資金に係る利子補給でござい

ます。 

 12ページをお願いいたします。 

 説明欄の４につきましては、資源管理や漁

場改善あるいは浜の活力再生に取り組む漁業

者への融資に対して利子助成を行うものでご

ざいまして、２段目の債務負担行為の設定

は、説明欄の２つの資金につきまして、利子

補給の償還期間中の設定をお願いするもので

ございます。 

 14ページをお願いいたします。 

 林業改善資金の特別会計でございます。 

 ３段目の林業・木材産業改善資金貸付金、

５段目の木材産業等高度化推進資金貸付金と

も、前年同額の融資枠としております。 

 16ページをお願いいたします。 

 沿岸漁業改善資金特別会計でございます。 

 ２段目の沿岸漁業改善資金貸付金につきま

しても、前年同額の融資枠としております。 

 団体支援課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○井上流通アグリビジネス課長 流通アグリ

ビジネス課です。 

 17ページをお願いいたします。 

 ３段目、農政企画推進費、説明欄、フード

バレーアグリビジネスセンター推進事業は、

フードバレーアグリビジネスセンターにおけ

る試験研究及びビジネスサポート推進などに

要する経費です。 

 ４段目、農産物流通総合対策費、説明欄、

２の地域未来モデル事業(農林水産分野)は、

地方創生の推進に寄与する企業などが行う食

品製造加工施設などの施設投資に対する助成

です。 

 18ページをお願いいたします。 

 ４の農産物等セールス強化事業は、くまも

と大使の技術、ネットワークなどを活用した

県産農林水産物の販売促進に資するＰＲブー

ス出展や販促資材の作成などを行う経費で

す。 

 ３段目、流通体制整備促進費、説明欄の卸

売市場整備活性化事業は、卸売市場に対する

検査、指導及び地方卸売市場の認定事務な

ど、卸売市場が実施する活力ある市場づくり

に向けた取り組み支援に要する経費です。 

 ４段目のブランド確立・販路対策費、説明
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欄、１の県産農林水産物等輸出推進総合支援

事業は、輸出に取り組む県内生産者などの掘

り起こしから輸出に至るまでの情報収集や事

業者のサポートなど総合的な支援を行う経費

です。 

 ２のアジアマーケット開発支援拠点設置事

業は、県産農林水産物などの輸出促進支援の

ために設置した香港の現地事務所の運営に要

する経費です。 

 下の５のくまもと地産地消利活用促進事業

は、地産地消に係る情報発信や協力店の指定

など地産地消の推進に要する経費です。 

 ３段目の新しい農業の担い手育成費、説明

欄の企業の農業参入トータルサポート事業

は、参入希望企業を対象としたセミナーの開

催、初期投資とか規模拡大への支援など、企

業の農業参入やアグリビジネスの総合的な支

援に要する経費です。 

 流通アグリビジネス課は以上です。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○酒瀬川農業技術課長 農業技術課でござい

ます。 

 20ページをお願いいたします。 

 最下段の農業改良普及費の農業改良普及管

理運営費でございます。 

 これは、地域振興局等におります普及指導

員の現地での活動費や調査研究費、また、組

織の管理運営費に要する経費でございます。 

 次のページの農業改良普及推進費でござい

ます。 

 説明欄、１のスマート農業普及推進事業

は、昨年12月に開設しました農業情報拠点サ

イトの運営に要する経費でございます。 

 下の２の次世代につなぐ営農体系確立支援

事業は、スマート農業技術の導入を検討する

地域協議会に対する助成でございます。 

 22ページをお願いいたします。 

 ２段目の農作物対策費の農業気象対策事業

費でございます。 

 説明欄のとおり、阿蘇火山活動の降灰対策

として、土壌酸性化を矯正する資材購入の助

成や降灰量の測定、分析に要する経費でござ

います。 

 最下段の土壌保全対策事業費でございます

が、説明欄のとおり、１の環境保全型農業直

接支払事業は、環境保全に効果の高い農業に

取り組む生産者への助成、また、２の地下水

と土を育む農業総合推進事業は、県民運動の

展開や生産者への支援等に要する経費でござ

います。 

 次のページの３の農業生産工程管理(ＧＡ

Ｐ)導入促進事業は、県版ＧＡＰや国際水準

ＧＡＰ取得への支援等に係る経費でございま

す。 

 最下段の農業研究センター費、管理運営費

から28ページにかけましては、県下10カ所に

あります農業研究センターにおける試験研究

費、管理運営や維持補修等に要する経費でご

ざいます。 

 26ページの最下段に耕種部門の試験研究費

を、次のページの最下段に畜産部門の試験研

究に係る経費を計上しております。 

 農業技術課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○下田農産園芸課長 農産園芸課でございま

す。 

 29ページをお願いいたします。 

 下から２段目の農作物対策費の中の農業気

象対策事業費でございます。 

 右の説明欄、１、阿蘇火山等防災特産対策

事業につきましては、お茶での降灰被害を防

ぐために必要な洗浄施設等の整備に対して助

成するものでございます。 

 ２の農業用ハウス強靭化緊急対策事業につ

きましては、国土強靱化の一環として、老朽

化等により十分な耐候性がないハウスの補強

等に対して助成するものでございます。 

 最下段の米麦等品質改善対策事業費、説明
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欄、１の主要農作物種子生産改善対策事業に

つきましては、本年度制定をいたしました県

の主要農作物種子の生産及び供給に関する条

例に基づき、稲、麦、大豆の種子の安定生

産、供給を図る事業でございます。本県独自

の取り組みとして、県全体での産地強化計画

を策定しますとともに、これと一体で、中山

間地域に多い各種子産地における産地強化ビ

ジョン作成も支援してまいります。 

 30ページをお願いいたします。 

 中段の畑作振興対策費の説明欄、地域特産

物産地づくり支援対策事業につきましては、

お茶の高品質化につながる被覆資材や共同利

用機械の導入などを支援する事業でございま

す。 

 下段のい業振興対策費の説明欄、１のくま

もと畳表価格安定対策事業につきましては、

畳表の価格が下落した際に補塡金を交付する

ためのものでございます。 

 次に、31ページ上段の野菜振興対策費の説

明欄、１、野菜価格安定対策事業につきまし

ては、価格補塡金交付のために令和２年度分

として必要となる資金の造成と、中段にあり

ます債務負担行為の設定を行うものです。 

 ３の阿蘇火山防災園芸対策事業につきまし

ては、園芸作物での降灰被害を防ぐために必

要なハウス被覆施設等の整備に対して助成す

るものでございます。 

 下から２段目の果樹振興対策費、説明欄の

園芸生産総合推進事業につきましては、果

樹、花、野菜での一層の低コスト化、高付加

価値化等を進めるための実証等を行うもので

ございます。 

 最下段の生産総合事業費につきましては、

説明欄、１、強い農業づくり支援事業での集

出荷施設等の整備に対する助成と、次の32ペ

ージの上段、説明欄、２の産地パワーアップ

事業での農業機械、生産資材の導入等に対し

て助成するものでございます。 

 農産園芸課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○上村畜産課長 畜産課でございます。 

 33ページをお願いいたします。 

 下段の畜産生産基盤総合対策事業費でござ

います。 

 説明欄の１、家畜改良増殖総合対策事業

は、各地域において、肉用牛、繁殖雌牛の改

良に取り組む地域改良組織等への助成や、優

良な雌牛を地域内に保留するための取り組み

を支援するものでございます。 

 ３の阿蘇草原復興支援事業は、牧野の牧道

整備等に対して助成するもので、熊本地震復

興基金を活用したものでございます。 

 34ページをお願いします。 

 中段の畜産経営安定対策事業費でございま

す。 

 説明欄、１の家畜畜産物価格安定対策事業

は、肉用子牛、肉豚及び鶏卵の市場価格変動

による農家の損失を補塡するための基金造成

に対する助成でございます。 

 下段の循環型耕畜連携体制強化事業費でご

ざいます。 

 説明欄、１の環境保全型農業総合支援事業

は、畜産環境の保全及び堆肥の生産、流通等

に要する堆肥舎整備等に対する助成でござい

ます。 

 35ページ、下段の家畜保健衛生所整備費で

ございます。 

 阿蘇家畜保健衛生所の解剖棟の解体工事や

城南家畜保健衛生所の庁舎施工に伴う工事費

等でございます。 

 36ページをお願いします。 

 上段の債務負担行為の設定でございます

が、阿蘇家畜保健衛生所の庁舎施工に伴う工

事や天草家畜保健衛生所の設計等が令和３年

度までかかるため、債務負担行為を設定する

ものでございます。 

 中段の家畜衛生推進対策事業費でございま

す。 
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 説明欄の熊本県産業動物獣医師確保のため

の修学資金貸与事業は、県の獣医師職員を初

め産業動物診療獣医師の確保を図るため、国

が行う修学資金貸与制度を活用する畜産団体

に対する貸付原資の助成でございます。令和

２年度は、貸与予定の学生を３人増員し、16

人分確保するものでございます。 

 最下段から37ページの家畜衛生・防疫対策

事業費でございます。 

 これは、県内５つの家畜保健衛生所の管理

運営に要する経費や家畜伝染病の発生予防と

発生時の防疫資材の備蓄等に要する経費でご

ざいます。 

 畜産課は以上でございます。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

 

○楮本農地・担い手支援課長 農地・担い手

支援課でございます。 

 資料38ページでございます。 

 まず、農業総務費、農村地域農政総合推進

事業費でございますが、説明欄の１から５ま

では、担い手育成に関する事業でございま

す。 

 ２の認定農業者認定事務費は、新規事業で

ございますが、市町村が実施しております認

定農業者の認定業務を、複数市町村にまたが

る認定につきましては、法改正によりまして

県が認定できるようになったことで、必要経

費を計上しているところでございます。 

 次に、４のくまもと農業経営相談所総合支

援事業でございますが、農業者等からの相談

に対しまして、ワンストップで対応サポート

します農業経営相談所への助成でございま

す。本年度は、現在まで101経営体を対象に

サポートを実施しているところでございま

す。 

 下の39ページになります。 

 説明欄、７から９の事業は、担い手への農

地集積を促進するための事業でございます。

令和２年度までに、県下約800地区で、人・

農地プランの実質化が必要となっておりまし

て、プランの策定とその実行を支援すること

で、農地集積をしっかり進めてまいります。 

 下の段から次の40ページの上段の債務負担

行為の設定につきましては、農業公社が農地

売買や条件整備の事業を実施するための借入

資金に関する損失補償として、債務負担行為

を設定するものでございます。 

 続いて、40ページでございます。 

 ２段目の農業委員会等振興助成費につきま

しては、市町村農業委員会等が実施します農

地事務、農地集積等に対する助成でございま

す。 

 続いて、中段の農業改良普及費でございま

す。 

 説明欄の農業次世代人材投資事業につきま

しては、従前の青年就農給付金でございます

が、令和２年度は、936人分を計上しており

ます。 

 続いて、下の41ページ最上段の熊本型新規

就農総合支援事業につきましては、新規就農

者を対象に、相談から研修、就農定着までを

トータルで支援しますとともに、今年度から

実施しております中学生等若い世代への働き

かけ等に関する事業でございます。 

 次に、中段の農業構造改善事業費でござい

ますが、説明欄の担い手づくり支援交付金事

業は、従前の経営体育成支援事業でございま

して、担い手へのハウスや機械導入等に対す

る助成でございます。 

 最下段から43ページの上段につきまして

は、農業大学校に関する予算でございますけ

れども、最終の43ページでございますが、上

段の説明欄、10、スマート農業実践による就

農促進事業につきましては、農業大学校と県

内の農業高校が連携をしまして、栽培データ

をクラウド上で共有しながら、技術の向上、

品質向上につなげるものでございます。 

 農地・担い手支援課は以上でございます。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 
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○福島農村計画課長 農村計画課です。 

 45ページをお願いいたします。 

 ４段目の土地改良事業等指導監督費でござ

います。 

 説明欄、１にありますとおり、土地改良施

設資産評価情報整理事業は、昨年の土地改良

法改正により必要となりました土地改良施設

の資産価値算定への助成等を行うものです。 

 ５段目の土地改良施設維持管理事業費でご

ざいます。 

 説明欄、１にありますとおり、土地改良施

設の維持管理等に係る経費と、46ページにな

りますけれども、説明欄、２の土地改良施設

突発事故復旧事業は、ポンプの停止等土地改

良施設の突発事故等における緊急対応に要す

る経費を計上しているところです。 

 ３段目の農業農村整備調査計画費でござい

ます。 

 これは、農業農村整備事業の実施に当たり

まして、基礎調査や事業計画策定等を行う事

業でございます。 

 ５段目の団体営農業農村整備事業費でござ

います。 

 これは、市町村等が実施いたします農地や

農業用施設など生産基盤の整備に関する事業

です。 

 農村計画課は以上です。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

 

○渡辺農地整備課長 農地整備課です。 

 47ページをお願いします。 

 ４段目の土地改良費でございますが、次ペ

ージの48ページをお願いいたします。  

 １段目の農業生産基盤整備事業費でござい

ます。 

 これは、説明欄のとおり、農業生産基盤の

整備及び担い手へ農地を集積することによ

り、高収益作物の導入、生産コストの低下を

通じて、農業経営の安定、向上を図る事業で

ございます。阿蘇市の第五阿蘇地区ほか79地

区で実施することとしております。 

 当事業では、48ページから49ページにかけ

まして、説明欄に記載の７つの地区で債務負

担行為の設定をお願いするものでございま

す。内訳としましては、排水機場が５地区、

用水施設が２地区でございます。 

 引き続き、49ページをお願いします。 

 ４段目の農地防災事業費でございます。 

 これは、説明欄のとおり、排水機場や農地

海岸等の整備に要する経費でございます。熊

本市の熊本海岸地区ほか19地区で実施するこ

ととしております。 

 最下段をお願いします。 

 49ページから50ページの説明欄に記載のと

おり、４つの地区で排水機場の債務負担行為

の設定をお願いするものでございます。 

 ３段目の農地災害復旧費でございます。 

 ４段目の団体営農地等災害復旧事業費は、

説明欄に記載のとおり、被災した農地や農業

用施設の復旧を行う市町村に対しまして助成

を行う事業でございます。 

 ５段目の県営農地等災害復旧事業費は、熊

本地震で被災しました大切畑地区の復旧や市

町村から県が受託して行う災害復旧に要する

経費でございます。 

 農地整備課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○清藤むらづくり課長 むらづくり課でござ

います。 

 51ページをお願いします。 

 ４段目の山村振興対策事業費につきまして

は、説明欄の１の中山間地域等直接支払事業

は、中山間地域で農業生産活動を行う農業者

等に対して交付する直接支払交付金でござい

ます。 

 また、３のむらづくり・ひとづくり事業

は、農山漁村地域の活性化を担う人材を育成

するための研修会等の開催に要する経費でご
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ざいます。 

 52ページをお願いいたします。 

 ２段目の農作物対策推進事業費につきまし

ては、説明欄のとおり、鳥獣被害防止対策・

ジビエ利活用加速化事業で、農作物の被害対

策に必要な施設整備、捕獲補助金、人材の育

成、捕獲した鳥獣肉を有効活用するための取

り組みに要する経費でございます。 

 ４段目の農業構造改善事業費については、

説明欄の１の都市農村交流対策事業は、都市

と農山漁村の交流活動への支援や情報収集、

情報発信に要する経費でございます。 

 53ページをお願いします。 

 ２段目の県営中山間地域総合整備事業費

は、説明欄に記載のとおり、県営中山間地域

総合整備事業費で、中山間地域における農業

生産基盤と生活環境基盤の総合的な整備に要

する経費でございます。 

 ３段目の中山間ふるさと・水と土保全対策

事業費は、説明欄のとおり、未来につなぐふ

るさと応援事業で、ふるさと・水と土保全基

金を活用した農業、農村の多面的機能や棚田

の保全、啓発活動の支援に要する経費でござ

います。 

 ４段目の農地・水・環境保全向上対策事業

費は、説明欄にあるとおり、多面的機能支払

事業で、農業、農村の多面的機能の維持、発

揮のために、農業者等が実施する共同活動や

地域資源の保全活動に対して助成を行うもの

でございます。 

 むらづくり課は以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○鍬本技術管理課長 技術管理課でございま

す。 

 資料の54ページをお願いいたします。 

 ３段目の地籍調査費でございます。 

 熊本市ほか16市町村が行います地籍の明確

化を図るための地籍調査事業に対する経費で

ございます。 

 ５段目の農業土木行政情報システム費でご

ざいます。 

 説明欄、１の電子入札・工事進行管理シス

テム開発事業は、電子入札、工事進行管理及

び電子納品保管管理システムの運用、保守管

理に要する経費の農業土木負担分でございま

す。 

 ２の農地情報図(ＧＩＳ)負担金は、農地情

報図を県、市町村、農業関係機関で共同利用

する経費に係る負担金でございます。 

 55ページ上段の林政諸費の説明欄にありま

す電子入札・工事進行管理システム開発事業

につきましては、林務水産負担分でございま

す。 

 技術管理課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○松木森林整備課長 森林整備課でございま

す。 

 56ページをお願いいたします。 

 ３段目の林政諸費につきましては、今年度

より開始された森林経営管理制度の円滑な運

用を図ることを主な目的とする事業でござい

ます。 

 説明欄、１の新たな森林管理システム活動

支援事業は、県から市町村に対し業務運営に

関する技術的な助言を行う取り組みでござい

ます。 

 また、２の熊本県森林情報共有システム構

築事業では、市町村が森林所有者に対して行

う意向調査に係る事務などを効率的に進める

ため、県や市町村が保有する森林資源情報や

森林所有者情報などを一元的に管理する森林

クラウド、これを構築してまいります。 

 57ページ最下段は、水とみどりの森づくり

税を活用して実施する森林整備への取り組み

でございます。 

 説明欄、２の次世代につなぐ森林づくり事

業は、持続的な森林経営が行われるよう、伐

採跡地における再造林を支援する事業でござ
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います。 

 ３の花粉の少ないスギ苗木生産拡大事業

は、花粉の着花量が少なく、また、植栽後の

初期成長にすぐれ、下刈り作業の省力化にも

つながると期待されるエリートツリーの普及

に向け、採穂園の整備に係る支援や実証展示

等を行う取り組みでございます。 

 58ページをお願いいたします。 

 同じく、説明欄、４になります。シカ森林

被害防止事業は、鹿による食害等から植栽木

を保護するため、森林所有者等が行う防護ネ

ットなどの設置や補修を支援する事業でござ

います。新年度では、所有者の負担を軽減す

るため、維持、修繕への支援の拡充を検討し

てまいりたいと考えております。 

 下から３段目、林業労働力対策事業費で

は、森林整備の担い手の確保、育成対策とし

て、林業研究グループの活動支援や自伐林家

への研修等を実施いたします。 

 60ページをお願いします。 

 ２段目の造林事業費でございます。 

 主に、説明欄、１の森林環境保全整備事業

におきまして、植栽、下刈り、間伐など、一

連の造林事業への助成を行ってまいります。 

 森林整備課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○入口林業振興課長 林業振興課でございま

す。 

 64ページをお願いいたします。 

 最下段の林業労働力対策事業費は、林業担

い手の確保、育成を図るものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 説明欄の２、地域の森を育てる担い手育成

支援事業は、林業研究グループ等が行う地域

の森づくり計画作成やその森づくりに必要な

林業機械の導入を助成するものでございま

す。 

 ４の意欲と能力のある林業経営者育成推進

事業は、昨年４月から始まりました新たな森

林管理システムにより、今後発生する森林整

備の受託者として、意欲と能力のある経営者

を育成するものでございます。内容は、森林

整備や木材生産の増加につながる機械の導入

等に対する助成でございます。 

 ５のくまもと林業大学校人財づくり事業

は、昨年４月に林業大学校を開校し、林業に

必要な技術と現場力を兼ね備えた即戦力とな

る人材やその他の幅広い林業担い手の確保、

育成を図っておりますが、その運営等に要す

る経費をお願いしております。 

 66ページをお願いいたします。 

 ２段目の県産木材需要拡大対策費は、利用

期に達した木材の活用を図るものでございま

す。 

 説明欄の１、くまもと地域材利用拡大推進

事業は、住宅をつくる際、県民の皆様に地域

材を利用した木造住宅を選択していただくた

めに、木材生産等の現地見学会や木造住宅セ

ミナー等を行う地域住宅生産者グループに助

成するものでございます。 

 ３のくまもと間伐材利活用推進事業は、林

道から離れた条件不利地で間伐された木材を

搬出する事業体に対し、その流通経費を助成

する市町村へ支援するものでございます。 

 最下段の林産物振興指導費でございます。 

 次のページをお願いします。 

 １段目の説明欄にありますように、３の食

べる竹・使う竹・魅せる竹生産支援事業は、

放置された竹林を活用する取り組みで、伐竹

業者や竹林所有者等が行う竹林の整備に要す

る助成でございます。 

 ２段目の林業・木材産業振興施設等整備事

業費は、説明欄、１にありますように、木材

を製材加工する施設等の整備に対する助成で

ございます。 

 ３段目の林道費は、森林整備や生産性の向

上等を図るための事業でございます。 

 最下段の林道事業費から、68ページの３段

目、単県林道事業費にかけましては、それぞ
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れの説明欄にありますように、県が行う林道

の開設や市町村が行う林道の開設、改良、舗

装などを実施するものでございます。 

 林業振興課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○大岩森林保全課長 森林保全課でございま

す。 

 69ページをお願いします。 

 最下段の水とみどりの森づくり事業費でご

ざいます。 

 説明欄、１のシカによる森林被害調査・地

域対策支援事業は、県が実施する人工林の鹿

被害調査経費のほか、林業者等で組織する地

域協議会が行う鹿捕獲技術向上の取り組みや

効率的な捕獲手法の検証など鹿被害対策に対

する助成でございます。 

 ２の県民の未来につなぐ森づくり事業は、

ＮＰＯ法人等のさまざまな団体が実施する県

民参加の森づくり活動や森林公園の整備、森

林環境教育等に対する助成でございます。 

 70ページをお願いします。 

 最下段の治山事業費でございます。 

 説明欄、１の治山事業は、山地災害箇所の

復旧及び予防工事で、施工箇所は県内一円で

実施するものでございます。 

 説明欄、２の治山激甚災害対策特別緊急事

業は、熊本地震により発生した山地災害で、

緊急かつ集中的に実施が必要な治山事業で、

施工箇所は、阿蘇地域振興局管内でございま

す。 

 ２段目の緊急治山事業費につきましては、

説明欄のとおり、山地災害箇所を緊急に復旧

する事業で、現年発生の山地災害に備えて待

ち受けで予算をお願いするものでございま

す。 

 ３段目の単県治山事業費につきましては、

説明欄、１の単県治山事業(県営事業)は、国

庫補助の対象とならない治山施設の復旧や小

規模な山地災害の復旧を行うものでございま

す。 

 ２の単県治山事業(市町村営事業)は、地域

防災計画登載箇所等において市町村が行う治

山事業に対する助成でございます。 

 72ページをお願いします。 

 ３段目の保安林整備事業費でございます。 

 この事業は、説明欄のとおり、保安林にお

いて、水源を涵養する機能や土砂流出を防止

する機能などを維持強化するため、下刈りや

本数調整伐等の森林整備を実施する事業でご

ざいます。 

 最下段のみどり森林管理事業費でございま

す。 

 説明欄、１、２のとおり、立田山等の県有

森林公園の維持管理経費や老朽化したトイレ

や遊歩道の施設を整備するものでございま

す。 

 森林保全課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○中原水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 75ページをお願いいたします。 

 ２段目、浅海増養殖振興事業費でございま

す。 

 説明欄、２、「クマモト・オイスター」生

産・ブランド化推進事業は、クマモト・オイ

スターの種苗生産や養殖技術を向上させ、新

たな産業としての育成を図り、本県を代表す

る熊本ブランドとしての確立を図るものでご

ざいます。 

 76ページをお願いいたします。 

 説明欄、６、漁民の森づくり事業は、水と

みどりの森づくり税を活用し、漁業関係団体

等が実施する植林等の森づくり活動に対する

支援を行うものです。 

 ２段目、水産物流通対策事業費の説明欄、

２、漁業チャレンジ就業支援事業は、新規漁

業就業者の確保、育成に向け、地元市町や漁

協と連携し、漁業就業支援フェアにおける就
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業希望者の掘り起こしや各種研修の実施など

を通し、漁業就業者の確保に努めるものでご

ざいます。 

 77ページをお願いいたします。 

 １段目、漁場環境等対策事業費の説明欄、

３、水産多面的機能発揮対策事業は、水産

業、漁村の活性化を図ることを目的として、

漁業者等が行う干潟や藻場の環境、生態系の

保全活動など、水産業、漁村が持つ多面的機

能の発揮に資する活動を支援するものです。 

 ２段目、水産資源保護育成事業費の説明

欄、１、さかなを守り育む豊かな海づくり事

業は、水産政策の改革の柱となる新たな資源

管理体制を整備するとともに、共同放流事業

の取り組みや放流効果調査の技術的な支援を

通じて、資源造成型栽培漁業を推進し、水産

資源の回復を図るものでございます。 

 また、２の有明海・八代海再生事業は、有

明海、八代海における魚介類の生息環境調査

や増養殖技術開発を通じて、有明海、八代海

の水産業の再生に取り組むものでございま

す。 

 78ページをお願いいたします。 

 最下段、漁業調整費でございますが、79ペ

ージの１段目、説明欄、４、漁業法改正に伴

う漁業制度対応業務を新規事業としてお願い

しております。 

 これは、水産政策の改革に伴い、漁業に関

する基本制度である漁業法が70年ぶりに改正

され、令和２年中に施行されます。これに伴

う許認可、制度の変更、運用を円滑に行うた

めに必要な経費をお願いするものです。 

 80ページから82ページまでが、水産研究セ

ンター費でございますが、82ページをお願い

いたします。 

 １段目、説明欄、12、漁業調査船「ひのく

に」代船建造事業は、本年秋の完成を目指

し、現在建造中の「ひのくに」代船建造費の

令和２年度分でございます。 

 水産振興課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○菰田漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 83ページをお願いいたします。 

 中段の水産環境整備事業費は、漁場の生産

力の回復や生息場の環境改善を目的として、

説明欄にありますとおり、覆砂等による干潟

の底質改善や藻場の造成等に要する経費でご

ざいます。 

 84ページをお願いいたします。 

 中段の単県漁港改良事業費は、説明欄、１

と２は、国庫補助事業の対象とならない小規

模で局部的な整備や補修を行う経費で、３

は、市町等が実施します基盤整備事業及び漁

場の保全、回復に資する事業に対する助成で

ございます。 

 85ページの２段目、漁港施設機能強化事業

費につきましては、防波堤や岸壁等の改良及

び機能診断等により漁港施設の機能強化を図

るための経費でございます。 

 下から２段目、漁港関係港整備事業費につ

きましては、説明欄にあります水産物供給基

盤機能保全事業費におきまして、漁港施設の

長寿命化対策工事による更新コストの平準化

及び縮減を図るために要する経費でございま

す。 

 86ページをお願いいたします。 

 上段の海岸漂着物等地域対策推進事業費に

つきましては、大雨や台風等により海域へ流

入する流木等の回収、処分に要する経費でご

ざいます。 

 漁港漁場整備課は以上でございます。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○井上流通アグリビジネス課長 流通アグリ

ビジネス課です。 

 黄色の表紙、農林水産常任委員会説明資料

(条例等議案関係)の１ページをお願いいたし

ます。 
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 第55号、熊本県卸売市場審議会条例及び熊

本県卸売市場条例を廃止する条例の制定につ

いてです。 

 概要説明を２ページを使って説明いたしま

す。 

 熊本県卸売市場審議会条例は、都道府県卸

売市場審議会の設置に関して必要な事項を定

めたものです。 

 熊本県卸売市場条例は、都道府県条例で定

めるべき事項及び地方卸売市場の規模要件未

満の卸売市場に関して必要な事項を定めたも

のです。 

 卸売市場法が一部改正されまして、令和２

年６月21日から施行されますが、これに伴

い、法で規定されておりました都道府県で定

める事項であった都道府県卸売市場審議会の

設置は削除されました。また、都道府県で定

める事項であった競りなどの取引方法、手数

料等の条件、競り値等の公表など、地方卸売

市場が守るべき事項は、改正法で規定され、

改めて県条例で規定する必要がなくなりまし

た。地方卸売市場の開設に関し、設置の最低

規模の条件がありましたが、これが廃止にな

り、条例が不要となりました。 

 このように、これまで条例で規定していた

事項は全て改正法により直接規定されること

となったことから、条例を廃止する必要が生

じたものです。 

 この条例の施行は、改正卸売市場法の施行

に合わせ、令和２年６月21日としています。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○松木森林整備課長 森林整備課でございま

す。 

 ３ページをお願いいたします。 

 議案第56号、熊本県林業研究・研修センタ

ー条例の一部を改正する条例の制定について

でございます。 

 ４ページに概要を記してございます。 

 同センターは、昨年４月に開校しましたく

まもと林業大学校の県北校の拠点でもあるこ

とから、現在、林業に関する研修機能の充実

強化を図っているところであり、今般、新た

に丸太の伐倒を繰り返し訓練することができ

る装置を設置いたしました。 

 これに伴いまして、２の条例制定の趣旨に

ありますとおり、当該設備導入に伴う使用料

の追加設定、これを内容とする条例を提案さ

せていただくものでございます。 

 森林整備課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○渡辺農地整備課長 農地整備課でございま

す。 

 ６ページをお願いいたします。 

 議案第65号、市負担金について御説明しま

す。 

 地域密着型農業基盤整備事業でございま

す。 

 農業農村整備関係の建設事業の実施に伴い

まして、市の負担金を徴収する必要があり、

地方財政法第27条第２項の規定により議会の

議決をお願いするものでございます。表の事

業名欄に記載の２つの事業につきまして、新

たに実施する箇所が生じたものでございま

す。 

 続きまして、７ページをお願いいたしま

す。 

 第66号議案、工事請負契約の締結について

でございます。 

 工事名は、松の木堰地区農業水利施設保全

合理化事業第２号工事他合併です。工事内容

は、ゲート設備製作据えつけ工事です。工事

場所は、熊本市南区奥古閑町地内です。工期

は、契約締結日の翌日から令和４年３月24日

まで、契約金額は、４億8,070万円です。契

約の相手方は、西田鉄工株式会社、契約の方

法は、一般競争入札です。 

 続きまして、９ページをお願いいたしま

す。 
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 工事請負契約の変更について、２件御説明

いたします。 

 まず、67号議案です。 

 平成29年11月議会において議決されました

昭和地区経営体育成基盤整備事業第19号工事

の請負契約につきまして、工期、平成32年２

月28日までを令和３年２月26日までに、契約

金額６億7,439万1,406円を７億1,669万3,094

円に変更するものです。変更理由は、地中埋

設物の撤去増によるものでございます。 

 続きまして、11ページをお願いいたしま

す。 

 第68号議案でございます。 

 平成31年２月議会において議決されました

大切畑地区県営農地等災害復旧事業第１号工

事の請負契約につきまして、工期、平成32年

３月19日までを令和２年12月28日までに、契

約金額５億7,942万円を７億3,748万1,195円

に変更するものです。変更理由は、仮排水ト

ンネルの掘削に伴い湧水が発生したため、そ

の対策工事の追加によるものでございます。 

 農地整備課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○下田農産園芸課長 農産園芸課でございま

す。 

 14ページをお願いいたします。 

 報告第６号、一般社団法人熊本県果実生産

出荷安定基金協会の経営状況を説明する書類

の提出についてでございます。 

 概要は、次の15ページをお願いいたしま

す。 

 この法人の設立目的は、１、基本情報(1)

のとおり、果実の安定的な生産出荷の推進、

果樹農業者の経営の支援事業等を実施し、本

県果樹農業の発展を図ることを目的としてお

ります。 

 中段下、２、平成30年度の決算の概要につ

いてです。 

 ミカンの需給調整事業等を実施する公益目

的事業会計、基本財産の運用を行う法人会計

に区分しております。 

 事業活動の効率性をあらわします一般正味

財産の当期経常増減額につきましては、(C)

欄のとおり、公益目的事業で424万円の減、

法人会計で527万円余の増となり、一般正味

財産増減額は、(H)欄の合計欄のとおり、前

年度より103万円余の増となっております。 

 指定正味財産は、県の補助金が該当いたし

ますが、(K)欄のとおり、前年度より３万円

余の増となっております。 

 これにより、正味財産期末残高は、下から

２段目、J+M欄の合計のとおり、１億6,324万

円余となり、最下段、H+K欄の合計のとお

り、前年度より107万円余の増となってお

り、適正に運用されていると考えておりま

す。 

 16ページの３、事業実績等についてです。 

 (1)のア、緊急需給調整特別対策事業は、

ミカンの価格低下時の対策ですが、30年度

は、販売価格が堅調に推移したことから事業

が発動されませんでした。これに伴い、補給

金の交付もありませんでした。 

 (2)のア、果樹経営支援対策事業は、優良

品目、品種への転換等を支援する補助事業で

す。 

 30年度は、全体合計で123ヘクタールの事

業を実施し、１億8,576万円余を交付してお

ります。 

 また、イ、果樹未収益期間支援事業は、優

良品種への転換や新植した際の未収益期間の

経費を支援するもので、２億83万円余を交付

しております。 

 農産園芸課の説明は以上でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 

○早田順一委員長 以上で執行部の説明が終

了いたしました。 

 ここで、昼食のため、午後１時まで休憩し

たいというふうに思います。 
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  午前11時46分休憩 

――――――――――――――― 

  午後０時58分開議 

○早田順一委員長 それでは、休憩前に引き

続き会議を再開します。 

 先ほど執行部の説明が終了しましたので、

質疑を受けたいと思います。 

 なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課と事業名を述べてからお願いしま

す。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のまま説明をしてください。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○前川收委員 52ページ、むらづくり課。 

 毎回言って申しわけないんだけれども、鳥

獣被害防止のためのジビエ利用加速化事業と

いうことで、前年度７億4,300万円、本年度

は５億6,200万円、前年より予算は減ってい

るようでありますが、これはまあ骨格という

ことだろうというふうに受けとめております

から、予算のことは言いませんけれども、具

体的にずっとこの委員会では議論をされてき

ているというふうに思いますので、今年度予

算の特徴、何をやられるのか、そのことにつ

いてお話をいただきたいというふうに思いま

す。 

 もう１つですね。56ページ、森林整備課。 

 林政諸費の中で、新たな森林管理システム

における市町村活動支援体制の整備とかとい

う話で、新たな森林管理システムは、御承知

のとおりでありますが、森林環境税と相関し

ながらやっていく事業でありますが、新年度

は、今年度の森林環境譲与税の額からすれ

ば、市町村配付、県もですけれども、倍額に

なるということでありまして、当初示された

スケジュールよりも早く予算がふえてきたり

するということでありまして、その点に対し

ての対応というのをぜひやってもらわない

と、去年のままですということではないだろ

うと思います。実態的には、まだ実際的な森

林整備に入っていくのは、もうちょい先かな

という感じはしてるんですけれども、できれ

ば早く森林整備のほうにも入っていただきた

いというふうに思ってます。 

 そこで、ちょっと関連的な質問で申しわけ

ないんですけれども、市町村がやる、もしく

は県でもいいんですけれども、この新たな森

林管理システム、もしくは森林環境税を利用

した事業の中で、現在非常に難しいと思って

いるのが、自伐林家の皆さん方が、いわゆる

こういうシステムに乗らずにやっているとい

う状況があります。そのことを市町村ともし

っかり話をしていただきながら、やっぱり自

伐林家も同様に、事業体じゃなくても同様に

この森林環境税の恩恵を受けれるような形を

ぜひつくってもらいたいなというふうに思っ

てます。 

 その自伐林家の中には――これは、この森

林整備課じゃありませんけれども、例えばシ

イタケ生産をやってらっしゃる皆さん方は、

原木をちゃんと植えて、原木をつくりなが

ら、そして原木を切って、ほだ木をつくっ

て、そしてシイタケをつくるという、これは

もう全く山の作業をそのままやり続けていた

だいているわけでありますが、それをやろう

とするときに、いわゆる森林経営計画という

のは、ある程度面的な、大規模な計画をつく

って、その計画をつくったところには造林補

助金を初めとした補助事業行きますと。しか

し、その経営計画がないところには行かない

ということに今なっているわけでありますか

ら、ところが、ほだ場をつくるための木を植

えている場所ですね、広葉樹を植えている場

所というのは、そんなに広大な面積ではなく

て、結構自伐林家が自分ちの山を点々々とつ

くりながらやってらっしゃるので、経営計画

ととてもミスマッチになってしまって、経営

計画をしっかりやろうとすると、自伐林家は

外されていくというような印象を私は持って
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おりまして、その部分は特措法で今カバーし

てもらっているとは思いますけれども、これ

はあくまで特別措置法でありますから、恒久

法ではないので、それは恒久的に、やっぱり

その部分もしっかり光を当てていくというこ

とのために、森林環境税を県や市町村と一緒

に話をしながら使っていくと、そしたら国の

制度に余りかかわらずともやれるんじゃない

かというような思いはありますので、その辺

のところがどうなってるか、森林整備課にお

尋ねをいたしたいと思います。 

 

○早田順一委員長 まず、鳥獣被害から。 

 

○清藤むらづくり課長 むらづくり課でござ

います。 

 鳥獣被害対策について、来年度の当初予算

での特徴的な取り組みはというお尋ねだった

かと思います。 

 まず、対策については、昨年度まで、鳥獣

被害とジビエについては、二本立ての予算に

しておりましたが、ことしから、一体的な対

策を進めるということで、事業を一本化した

ところでございます。 

 その中で、１点目は、まず、鳥獣被害の箱

わなの規格が統一化されてないんじゃないか

ということとか御指摘がありましたので、箱

わなの規格化に向けた調査と、それから検討

をするための予算を新たに来年度計上してい

るところでございます。 

 それから、肉づけ予算にはなるんですけれ

ども、耕作放棄地化等によって見えない被害

があるんじゃないかということで、その実態

調査と、それから農地ＧＩＳを活用いたしま

して、これまでやってきた対策箇所ですと

か、耕作放棄地で見えない被害の場所、そう

いった実態調査を踏まえた見える化を行いま

して、効率的な対策なり複数市町村で連携し

た取り組みなど、そういったものができるよ

うな検討を新たにやろうということで、今肉

づけに向けて検討を始めているところでござ

います。 

 それから、捕獲補助金につきましては、こ

れまで、市町村が交付する分について、補正

等で満額やったり、あと、１月、２月分がど

うしても満額支給できてない部分がありまし

たので、市町村指導によって、１月、２月、

３月分を次年度回しにするなど、全頭を国庫

補助金の対象にするよう市町村指導を進め

て、必要額を来年予算の中で計上するように

しているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○松木森林整備課長 森林整備課でございま

す。 

 森林環境譲与税に関する御質問をいただき

ました。 

 私のほうから、税の増額の状況とそれに関

する対応というところで、大きく２点答弁を

させていただきます。 

 まず、森林環境譲与税につきましては、森

林環境税という、いわゆる税の徴収が始まる

令和６年度までは、国のほうで借入金を借り

入れて、その財源をもとに森林環境譲与税と

いうところで譲与するというところになって

ございましたが、昨年の12月、総務省のほう

で、地方公共団体金融機構の準備金を活用し

て、その借入金によらずとも前倒しで増額を

するということになってございます。実質、

令和２年度の譲与額、県では1.5倍、市町村

では2.1倍にふえるというところになってご

ざいます。 

 まず、県に入る譲与の増額分につきまして

は、６月の肉づけの予算化に向け、庁内でも

議論を進めてございます。しっかりと対応し

てまいりたいと思っております。あわせて、

市町村における取り組みの加速化というとこ

ろが今後大きな論点になろうかと思っており

ます。 

 まさしく、委員から御指摘ありました、国
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でなかなかカバーできない間伐、多くあると

思います。そこを今回市町村に譲与がされる

税で何とかカバーができないかというところ

で、具体的には、森林経営計画に基づく国の

補助事業、これは５ヘクタール以上というと

ころで、自伐林家さんにとっては非常にハー

ドルが高いものとなってございますので、な

かなか国庫補助事業のみでは対応できない部

分も県内の森林整備、多くございます。そこ

をカバーする、補塡するという意味で、今

回、市町村に対しまして、５ヘクタール未満

の間伐をぜひ今回増額譲与をされる税を使っ

て事業の予算化をしてみませんかというとこ

ろで、今全振興局、林業指導普及員と一緒に

なって指導なり御助言をさせていただきたい

と思っております。 

 具体的には、もう県のほうで、制度の要領

ですとか検査要項も含めて、ちょっと標準事

例のようなものを作成して御提示をする中

で、市町村のほうでも、国の補助事業に乗れ

ないような、まさしく地域地域で自伐林家さ

んに対応した予算が欲しいというニーズも多

く聞きます。そのような事業に対応できるよ

うな施策が市町村のほうで立案できるよう

に、しっかりとサポートしていきたいと思っ

てございます。 

 以上でございます。 

 

○前川收委員 まず、むらづくり課の鳥獣被

害なんですけれども、ジビエ活用と合算予算

にしたということでありますが、総額予算は

減っているようでありますけれども、これは

まあ新年度骨格だということで、次の委員会

でちゃんと伸びているんだろうということを

期待しておきたいというふうに思います。ぜ

ひ捕獲システムをしっかりつくってもらいた

いというふうに思います。 

 それと、もう一つは、市町村によって若干

違うんですね、捕獲補助金というのが。そこ

はやっぱりある程度上げてやって、という

か、私は、５万円出してくれとずっと言って

るんですけれども、５万円ができるできない

は別としても、やっぱりとろうというモチベ

ーションを上げるためには、その捕獲補助金

をやっぱり上げるということがとてもいいこ

とだと思いますから、市町村とそのこともち

ょっと議論をしてほしいというふうに思って

おりますので――そしたら国もついてくるか

もしれませんので、その辺は、ぜひひとつよ

ろしくお願いをしたいというふうに思いま

す。 

 それと、56ページの新たな森林管理システ

ムのお話で、今おっしゃったとおりでありま

して、もともとは民主党時代にできた制度で

経営計画というのがあって、５町歩以上をし

なさいという話になって物すごく窮屈になっ

てしまって、山の整備をしようというとき

に、それ以外の制限のほうが強過ぎて、今私

はあそこをやりたいんだけれども、隣がやっ

てくれないとできないと。５町歩全部１人で

持ってる人なんて、１カ所にね、そんなに

は、やっぱり日本の山の所有形態、特に熊本

の所有形態で見れば、そんなにたくさんはい

ないんですよ。だから、隣がやるならばうち

もやれます、隣がやらないとうちはやれない

というのが、５町歩集めるためには非常に弊

害になってしまってて、それでも頑張ってみ

んな経営計画をつくってますが、結局、じゃ

あそれでできないということ、特に、造林補

助金なんかを受けれないということがあっ

て、果たしていいのかなというふうに思って

おりまして、そこをしっかり埋めていくため

に何か方法ないかなということを私自身も考

えてましたけれども、今回森林環境税という

のが来ますし、これは、緑をしっかり保全し

ていきましょうという話でありますから、自

伐林家もしっかり頑張ってらっしゃるし――

多分、日本の林業の経営体の中で事業体だけ

に光を当てていけば、だんだん衰退していく

と思います。 
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 いわゆる山の仕事って産業化し過ぎてはい

けない。もちろん産業だから産業としてやら

なければいけないけれども、産業だけですか

という視点は、やっぱり山の環境整備という

部分には必要だと私は思っておりまして、里

山なんかもそうなんですけれども、そういっ

た部分にもしっかり光が当てられるように、

森林環境税の事業の使い方、市町村としっか

り話をしてやってもらえればというふうに思

っておりますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 

○岩本浩治委員 22ページの農業技術課でご

ざいますが、お聞きしたいんですが、阿蘇火

山活動降灰地域緊急土壌矯正事業ということ

で、酸性化を矯正する資材の購入、または降

灰量の測定、降灰の理化学性分析ということ

でなっておるんですが、従来の調査の中味と

ことしのこの中身が変わっているのかどう

か。例えば、ｐｐｍの問題とか、そういうの

がどう変わっているのか、ちょっとお聞きし

たい。 

 それと、もう１点よろしゅうございます

か。 

 29ページでございますが、農産園芸課のほ

うにお聞きしたいんですが、ここに老朽化等

により十分な耐候性がない農業用ハウスの補

強等に対する助成ということを書いてあるん

ですが、ビニールハウスは、日光障壁による

遮断でということで、ビニールハウスのビニ

ール自体はかえられると。ただ、そこのハウ

スの支柱といいますか、これは対象外だとい

うふうに聞いておるんですが、この部分で

は、やはり補強――ビニールハウスだけであ

って、ハウスの支柱とかは、もう関係ないと

いう、これも全然変わらないのかなというの

をちょっと、これは農産園芸課ですか、お聞

きしたいんですけれども。 

 以上でございます。 

 

○酒瀬川農業技術課長 農業技術課でござい

ます。 

 資料の22ページの阿蘇火山活動の緊急土壌

矯正事業と、それから次の降灰対策の調査事

業だと思います。 

 まず、調査につきましては、昨年度と同じ

ように20市町村の28カ所で調査をしておりま

すし、調査の内容につきましても、降灰の量

と酸性度をずっと継続して調査をしていくと

いうことにしております。 

 それから、土壌矯正事業につきましても、

この事業の要件につきましては、同じく10ア

ール当たり１トン、それから酸性が5.5未満

ということで、その事業の要件は変わっては

おりません。 

 現在の降灰量につきましても、ずっと調査

をしておりまして、やはりことしの１月まで

を見ますと、一番降ってるところで、南阿蘇

の白水が、10カ月間で10アール当たり344キ

ロというような状況になっております。た

だ、降灰量が、土壌改良の要件にはまだ合っ

てないんですけれども、今回の降灰はずっと

続いて降っているものですから、農業者が、

洗浄作業が多くなったりとか、そういう負

担、肉体的にも精神的にもやっぱり負担は生

じているのかなというふうに思います。 

 うちのほうでは、農業普及指導員のほうも

管轄しておりますので、普及指導員の小まめ

な巡回であるとか、あと、地元市町村、農協

と連携して、状況の把握にしっかり努めて、

土壌改良が必要なときには迅速に対応してい

きたいというふうに思っております。 

 

○下田農産園芸課長 農産園芸課でございま

す。 

 降灰によるハウス施設への影響についてで

ございます。 

 まず、31ページをお願いいたします。 
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 31ページ、上のほうの説明欄、３の阿蘇火

山防災園芸対策事業、この事業につきまして

は、先ほど委員からお話がありましたビニー

ルの交換を支援する事業でございます。この

事業の中では、委員おっしゃったとおり、ハ

ウスの支柱等の資材の交換は、補助の対象と

なっていないところでございます。 

 それから、御質問のあった29ページの農業

用ハウス強靱化緊急対策事業につきまして

は、ハウスの風に対する、あるいは雪に対す

る強度を強めるということで、支柱の数をふ

やすとかいうことができる事業でございま

す。それと、さびで劣化をしていく分がござ

いますので、そういったものにはさびどめ剤

を塗布するということもできるようになって

おります。もともと降灰対策として設けられ

たものではございませんが、ハウスの強度の

劣化ということであれば、さびどめ等によっ

て劣化を防ぐということでの活用はできると

考えております。 

 以上です。 

 

○岩本浩治委員 よくわかるんですが、降灰

が、去年から今年度にかけては、もう降る量

が違うと。だけど、酸性度に、基準ではなか

なかならないじゃないかというのが農業の方

々なんですね。そして、阿蘇の農業の所得を

ふやすとかいってもふえないんじゃないかと

いうのが、農業を実際やられる方々の声なん

ですね。 

 それと、今施設園芸が非常にふえてきてま

す。トマトハウスにしろ、アスパラにしろ、

ふえてきている。そういうのは、大型ハウス

じゃなくて普通のビニールハウスと、だけど

その支柱まで酸化でやられるじゃないかと、

それも一体のビニールハウスだから一緒にで

きないかなという要望があるわけですね。 

 私も、やっぱりそれがあれば、若い者も農

業に参入してくるんじゃないかなと。おやじ

がしよるばってんが、おやじが農業の収入で

難しいことばかり言うたっちゃできぬていう

ことで、子供が入らないわけですね。ぜひ、

そういう部分で何か考えていただければと思

いますし、特にひどかったのが、去年の稲刈

りのときに、農業の稲刈りのコンバインの歯

が、降灰で、火山灰で、すぐ研ぎに出さない

けないとか、歯が折れるとかいう声があった

わけですね。そういう部分も、やはり降灰対

策にとっては必要じゃないかなというふうに

思います。 

 ただ、去年は、気候の変化で、やっぱり反

当５～６俵しかできないと。だから、その火

山灰のせいにもする人もおるわけですね。火

山灰が降ったけん、稲刈ってもコンバインの

歯が磨耗したり折れたりすると。そして、反

当５～６俵しかとれぬならば、もう何もなら

ぬと、だから米はやむるばいという声を聞く

んです。だから、そういう部分を何らかの救

いができればなというふうに思うわけです。

ぜひ何か検討をしていただければなと。 

 ただ、きょうもきのうも火山灰は降ってな

いんですよ。白い煙で、すばらしい阿蘇て感

じます。きょう、きのうですね。それがまた

どういうふうになるかわかりませんが、そう

いう状況下の中ですので、いろいろと大変と

思いますが、検討していただければと思いま

す。 

 

○早田順一委員長 岩本委員、要望で。 

 

○岩本浩治委員 はい、要望でお願いしたい

です。予算をつける要望をお願いします。 

 

○早田順一委員長 何か執行部からよろしい

ですか。 

 

○下田農産園芸課長 農産園芸課でございま

す。 

 ハウスの劣化に合わせてとコンバインの歯

の劣化の話もございました。 
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 ハウスのビニール部分につきましては、光

の透過量が明らかに劣ってくるということ

で、数字ではっきりと灰の影響が示せるとい

うことがございまして、国も補助事業の対象

にしているところでございます。一方、コン

バインの歯につきましては、なかなか単純に

因果性を明らかにしにくいということで、現

時点では国の補助事業の対象にはなってござ

いません。 

 コンバインの歯の劣化の状況がどうなの

か、それからコンバインの歯の劣化を防ぐた

めに、日ごろのメンテナンス等でできること

はないのか、どういったことができるのか、

地元のほうとも、また検討、研究していきた

いと思っております。 

 

○早田順一委員長 よろしいですか。 

 

○岩本浩治委員 もう１点よかですか。 

 済みません。67ページ、林業振興課。 

 林業に関係することなんですが、林道の開

設とか舗装とかというふうになっております

が、この林道を開設するときに、できれば

――電線とか、電話線とか、そういうのが通

ってるわけですね。そして、従来整備されて

なかったものですから、枝落としとか、ちょ

っとした風で、倒木までいかなくても、枝で

電話線を打ち切ったり、電柱線を打ち切った

りという、一部地域でそういうのが発生して

いるものですから、この林道開設するとき、

林道を新たに舗装し直したりするときに、そ

れに関する付近の森林整備といいますか、枝

落としとか、そういうのも一緒にやっていた

だければどうかなと思うんですね。これは、

個人の山ですから、了解をとらないけないと

かいろいろあると思うんですけれども、林道

をつくるときには、やっぱり了解とるわけで

すから、それを一緒に、そういう部分もでき

ればと要望でございますが。 

 

○松木森林整備課長 森林整備課から少し答

弁させていただきます。 

 水とみどりの森づくり税、11月議会で条例

の提案、御承認いただきました。来年度か

ら、第４期政策というところで頑張っていき

たいと思っております。 

 その中で、この常任委員会でも御議論いた

だきました、御提案ございました、道路沿線

で緊急時に倒木等がありますと、電線等でや

っぱりライフラインを切断してしまうという

懸念、本当に全国的にも多く報告をされてお

りますので、県としても何かできないかとい

うところで、今検討をしているところでござ

います。 

 岩本委員からも激励のお言葉をいただきま

した。肉づけに向けてしっかりと頑張ってい

きたいと思っております。 

 ありがとうございました。 

 

○岩本浩治委員 ありがとうございました。 

 以上です。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 

○髙木健次委員 先ほど冒頭に部長のほうか

ら要旨の説明がありましたけれども、ここに

書いてあるとおり、１月１日に日米貿易協定

がなされて、これからの県の農林水産業とい

うのも、目減りが、影響が40億から77億出て

くると、非常に懸念をされている要旨説明が

ありましたけれども、この当初予算の31ペー

ジ、一番下のほうの生産総合事業費の予算

が、昨年に比べて半額といいますか、22億、

昨年は44億ぐらいあったんですけれども、た

だ、これは、事業確定等によっての減額が補

正予算のほうにも出てきておりましたけれど

も、これも一つはほとんどが国に頼ってる支

援の事業ということですが、こういう懸念、

これからの熊本県の農業の生産高とか生産額

とかを心配すると、やはり特に強い農業づく
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りの支援とかパワーアップ事業ですよね、確

定したところも、大体、地震の復旧、復興で

もう終わったところもあると思うんですけれ

ども、この辺をやっぱり強く支援をしていか

ないと、なかなか生産額の向上にはつながら

ないのかなというふうに思います。 

 特に熊本県は、農業県ですから、この辺に

非常に力を入れるためには、この辺の予算と

いうものは余り減らさない、ただ、これは国

の支援事業がほとんどですから、しっかりと

この辺は国にやっぱり要望、要請をしていか

ないと、これでだんだんやっぱり目減りして

いくと、非常に熊本県の農業というのも苦し

くなるのかなという感じがいたしますが、そ

の辺の部長の見解をちょっとお尋ねしたいと

思います。 

 

○福島農林水産部長 実は、今回骨格という

こともありまして、この強い農業づくり支援

事業につきましても、肉づけにちょっと御用

意しているのもあります。 

 総合的にお答えいたしますと、まさに２月

補正のほうでもございましたが、産地パワー

アップ事業、それから畜産クラスター事業等

々ですね。基本的には、御要望をしっかりお

聞きして、必要と考えられるものは、きちっ

と要求しようということで、予算の計上につ

いてもその方向で今させてもらっています。 

 済みません。当初予算、骨格ということ

で、一部、こういう何かちょっと減額という

形に見えていますけれども、６月補正後でま

た見ていただければというふうに思っており

ます。しっかり取り組んでまいります。 

 

○髙木健次委員 今部長の答弁を聞いて安心

しましたけれども、言われると、今回は骨格

予算で、６月でまた補正が来るんだろうとい

うふうに思いますけれども、できるだけこの

辺は力を入れていただいて、６月補正でまた

頑張っていただきたいというふうに思います

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 

○前川收委員 １つだけ、済みません。 

 部長の御挨拶というか説明の中で、これ見

て、さっきちょっと思ってたのを思い出しま

した。 

 １枚目の一番最下段落で、本県の農業生産

額について御説明をいただいております。 

 「本県は同年同様、全国で第６位、九州で

第３位の3,406億円となりました。」というこ

とでありまして、対前年で0.5％微減という

ことであります。この数字というのは、とて

も大事な数字で、これも今までどおりきちっ

と見てもらいたいんだけれども、農業所得で

すね。農家の所得については、全国順位がた

しかあったんだろうと思ってますけれども、

これより少しよかったんじゃないかなという

数字がありました。 

 というのは、知事が稼げる農業ということ

を言っていただいてますから、総生産額も大

事だけれども、その総生産額が農家１戸当た

りにどのくらいになっているのかという数字

も、私はとてもいつも気になっているところ

で、その数字が、もし今わかれば、教えてい

ただければと思いますけれども。 

 

○渡邉農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 先日公表いたしましたのは、平成30年の農

業産出額及び生産農業所得でございました。 

 御質問の生産所得につきましては、1,395

億円で、こちらは、前年は第６位でございま

したが、今回は、全国第５位、九州第２位と

いう状況でございます。前年を99億円上回っ

たという結果でございました。 

 

○前川收委員 ちょっと済みません。直接議
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案じゃないんですけれども、これは、全ての

農業政策の結果が、こういう数字で多分出て

くるんだと思いますけれども、生産額よりも

所得額のほうが、全国順位で上がっていく、

九州順位でももちろん上がっていく、その要

因は何ですか。 

 

○渡邉農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 この統計、国で計算しているものでござい

まして、農政局とも大分議論をさせていただ

いたところでございます。実は、農政局から

も、正確な、こうだという原因をいただいた

わけではないんですけれども、農業産出額と

農業所得額の差というところは、結局コスト

ということになりますので、その分、本県の

農業、コストがかからなかった結果がこのよ

うになっているというふうに計算上理解すべ

きだというふうに理解をしております。 

 30年度に関しましては、各農家の方々が省

エネ型の経営を心がけたりだとか、そういう

ものが非常に浸透したのではないかというふ

うに思っておりますが、特にハウス栽培は、

気候に左右されて、基本、暖かいとコストが

かからないというようなこともありますの

で、そういう要因もあるかとは思いますが、

基本的には、農家の方々の省エネの意識が大

分上がってきているというふうに考えている

ところであります。 

 

○前川收委員 私は、稼げる農業、ＰＱＣの

意識が、しっかり皆さんにまずあって、その

ことが農家にも政策的に反映されてる結果だ

ろうと、いい方向で受けとめたいというふう

に思っておりまして、こういう数字をもう少

し表に出して、もちろん、農業産出額という

のが全国的な一般的な指標であることはよく

わかっておりますが、熊本県が目指す農業の

目標というのは、もちろん生産額と産出額と

ちゃんと相関関係はあるんだけれども、やっ

ぱり一戸一戸の農家が、稼げる農業ですか

ら、豊かになっていただけるということを目

標とするとすれば、むしろ、この今おっしゃ

った数字のほうが、的確というか、見えやす

いというのかな、実態が、そういう数字じゃ

ないかなというふうに思っておりますので、

これからも頑張ってください。正当に評価し

た上でお話をしているつもりでございます。

よろしくお願いします。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 

○髙木健次委員 部長の要旨説明の中で、１

点目に、国際スポーツ大会で、熊本の農産物

のＰＲをやったと、いろいろなブースとか、

ホテルとか、いろいろなところでやって、非

常に、おもてなし等含めて、熊本の農産品の

ＰＲをやったということなんですけれども、

それによって得た成果とか、効果とか、何か

得たものがあったと思うんですよね、たくさ

ん。その辺はいかがですか。 

 

○渡邉農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 今回の県内開催の国際スポーツ大会では、

農林水産部としては、特に県産農林水産物の

ＰＲという面でかかわらさせていただいたと

ころでございます。どちらの国際スポーツ大

会でも、ファンゾーン等で県産食材の提供や

ＰＲを行いまして、国際スポーツ大会推進事

務局の発表によりますと、ハンドボールのフ

ァンゾーンには、全体で約７万6,000人の方

が訪れたということであります。これらの方

々に県産農林水産物のよさをＰＲできたので

はないかというふうに考えております。 

 ちょっと個別のことで恐縮でございます

が、例えば、ハンドボールのパークドームに

は、くまモンの周りに農林水産物を飾った大

きなオブジェを飾らさせていただいたところ

であります。その後、いろいろＳＮＳ等見ま
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すと、その写真の周りで写真を撮ってＳＮＳ

に上げておられるような方がたくさんおられ

て、あの大きなたくさん人が集まるようなと

ころでＰＲをするというのは非常に波及効果

が大きいなというふうに思ったところであり

ます。部長の概要説明でもございましたが、

このような機会を捉まえながら、今後もＰＲ

を進めていきたいと考えております。 

 

○髙木健次委員 これは今まで余り経験した

ことのないような国際的な大会で、外国人も

大分来られたということで、熊本の農産品と

いいますか、そういう食べ物、食品が非常に

世界に知らされたというような感じがすると

思うんですよね。こういうことは、やっぱり

時を捉えながら、どんどんこういうことを通

じて、やっぱり県の農産物をＰＲしていった

ほうがいいんじゃないかなと思います。 

 これからもひとつこういう何か機会があっ

たら、どんどん売り出しはしていただきたい

というふうに思います。 

 委員長、以上です。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 なければ、これで質疑を終了します。 

 それでは、ただいまから、本委員会に付託

されました議案第１号、第８号、第９号、第

20号、第29号、第30号、第55号、第56号及び

第65号から第68号までについて、一括して採

決したいと思いますが、御異議ありません

か。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○早田順一委員長 御異議なしと認め、一括

して採決いたします。 

 議案第１号外11件について、原案のとおり

可決することに御異議ありませんか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○早田順一委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号外11件は、原案のとおり

可決することに決定いたしました。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査することを議長に申し出ることとし

てよろしいでしょうか。 

  （｢はい」と呼ぶ者あり） 

○早田順一委員長 それでは、そのように取

り計らいます。 

 次に、その他に入ります。 

 執行部から報告の申し出が３件あっており

ます。 

 まず、報告について執行部の説明を求めた

後、一括して質疑を受けたいと思います。 

 それでは、報告をお願いします。 

 

○渡邉農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 お手元の農林水産常任委員会報告資料、

(1)熊本県国土強靱化地域計画の充実に係る

取組一覧についてを御説明させていただきま

す。 

 資料の１ページをお願いいたします。 

 本資料は、総務、建設常任委員会でも同様

の説明をさせていただいております。 

 熊本県国土強靱化地域計画は、熊本地震等

を踏まえ、平成29年に策定され、これに基づ

き、災害に強く、安全、安心に生活できる熊

本を目指し、国土強靱化の取り組みを進めて

いるところでございます。 

 近年、自然災害がさらに頻発化、甚大化し

ており、中段の点線四角囲みに記載しており

ますとおり、国からは、防災・減災、国土強

靱化のための３か年緊急対策の実施や関連す

る交付金、補助金の令和２年度予算以降にお

ける重点化や要件化の検討という考え方が示

されております。 

 また、先ほど、２月補正予算におきまし

て、関連の施策を御説明申し上げましたが、

昨年12月に取りまとめられました国の経済対

策におきましても、災害からの復旧、復興と
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安全、安心の確保が柱の一つとされておりま

す。 

 このような国の動きに呼応いたしまして、

県においては、県計画を充実することといた

しまして、このたび、具体的な事業箇所等を

明記した強靱化推進方針に基づく取組一覧を

作成いたしました。 

 議員の皆様方には、昨年末に暫定版として

送付させていただきましたが、この取り組み

一覧には、現在実施中のものに加え、この先

おおむね５年間に取り組む予定のものを記載

しております。 

 具体的には､お手元に配付の計画冊子に120

ページから別紙として追加予定であります。 

 120ページ以降に、区画整理、排水機場を

初めとする農業用排水施設の整備、農道や林

道、耐候性強化型ハウスの導入、治山事業、

海岸保全施設の整備等の農林水産部関連の施

策も記載されているところでございます。 

 もとの資料にお戻りいただきまして、裏面

の参考１がスケジュールでございます。 

 本日各委員会に御報告させていただいた

後、今年度内に成案として策定したいと考え

ております。また、状況の変化に応じて、別

紙等について適宜改定していくことも考えて

おります。 

 今後とも国土強靱化の取り組みを着実に推

進してまいります。 

 続きまして、同じく、農林水産常任委員会

報告資料、(2)ＴＰＰ等関連対策の取組状況

について御説明申し上げます。 

 １ページをお願いいたします。 

 部長の総括説明にありましたとおり、県

は、過日、日米貿易協定に伴う影響額を試算

し、将来的に最大77億円の影響が生じるおそ

れがあると発表したところであります。 

 県では、これまで、ＴＰＰ11等の国際貿易

協定発効による農林漁業者への影響を最小化

するため、国の平成27年度補正予算から、総

合的なＴＰＰ等関連政策大綱等に基づく施策

に必要な予算を確保してきたところでありま

して､平成29年度補正予算までの３カ年で181

億円余を執行するとともに、先ほど可決いた

だいた２月補正予算等の中でも、ＴＰＰ等関

連対策として55億円余の増額補正を計上して

おります。さらに、産地パワーアップ事業に

ついては、肉づけ予算でも追加提案を予定し

ております。 

 次の２ページ、３ページを見開きでごらん

ください。 

 これまで、本県農林水産業の競争力強化に

向け、従来からの対策に加え、ＴＰＰ等関連

対策を有効に活用し、中長期的な視点に立っ

た施設整備や機械等導入、生産基盤整備等に

よる生産性向上などに取り組んできた結果、

一定の成果があらわれており、それを全体総

括としてまとめております。 

 まず、ピンク色の部分の施設整備について

は、畜産分野では、生産拠点である畜舎等を

整備し、飼育頭数は、全国的に減少傾向の

中、６万5,000頭以上に増加しており、ま

た、規模拡大などの取り組みも進展しており

ます。 

 また、イチゴやミニトマトなどにおける耐

候性ハウス導入面積が483ヘクタールに増加

するなど、災害に左右されない安定生産によ

り、施設園芸産地の維持強化も図られており

ます。 

 さらに、林業、水産業分野でも、加工施設

等を整備し、付加価値向上等による収益強化

が進捗するとともに、海外展開に有望視され

る牛肉やブリ、マダイの輸出の取り組みも強

化されているところです。 

 次に、３ページの黄色の部分、機械等導入

については、酪農における搾乳ロボット、米

等における大型コンバイン、野菜における移

植機、果樹におけるシートマルチ、林業にお

けるハーベスター等高性能林業機械などの導

入が拡大しており、省力化や効率化などの生

産性向上の取り組みが拡大しております。 
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 また、青色部分の生産基盤整備について

は、農地の大区画化を図る圃場整備や排水機

場の更新整備等が進展し、整備面積は４万

7,370ヘクタールに及ぶとともに、原木の低

コストで安定した供給のための森林路網の整

備延長も7,321キロとなりました。 

 次の４ページをごらんください 

 ４ページの地図には、各事業の取り組み位

置を記載しております。事業ごとに色を変え

ておりますが、県内各地でさまざまな事業が

展開されているところであります。 

 ５ページ以降には、主な取り組み事例を掲

載しており、事業のポイント、事業内容に加

え、飼育頭数や販売額、所得や農地集積率等

の事業成果についても整理をいたしておりま

す。 

 ＴＰＰ等関連対策につきましては、引き続

き、国に対して、万全な実施と十分な予算確

保を求めるとともに、県としても、農林漁業

者への影響を最小化できるよう、現場のニー

ズ等をしっかりと把握しながら、競争力のた

めの施策を展開してまいります。 

 農林水産政策課からは以上でございます。 

 

○楮本農地・担い手支援課長 農林水産常任

委員会報告資料、(3)の新規就農者の状況に

ついてでございます。 

 ページをめくっていただきまして、１ペー

ジでございます。 

 今回の調査対象は、平成30年５月から平成

31年４月までの１年間でございます。全体の

概要でございますが、新規就農者は、428人

で、前期から74人、15％減少いたしました。

就農形態別に見ますと、新規学卒就農者は、

40人減少し、34人に、Ｕターン就農者は、24

人減少し、55人となりました。 

 減少の要因でございますけれども、２点ご

ざいます。 

 １点目は、就職環境が好調でございまし

て、ほかの産業へ流出したことが１点目でご

ざいます。 

 ２点目は、短期的な要因だと思っておりま

すけれども、施設野菜での減少幅が大きく

て、販売価格等の低迷によりまして、しばら

く先進農家等での研修を積むなど、即時の就

農が控えられたことというふうに推測をして

おります。 

 一方、グラフ――黄色のところでございま

すけれども、新規参入就農者につきまして

は、10人増加いたしまして152人、調査開始

最高となりました。また、法人等への新規雇

用就農者は、20人減少しまして187人となっ

ております。 

 下の２ページでございます。 

 年齢別の状況でございますが、20代が167

人と最も多く、次いで30代となっておりまし

て、10代を含めました39歳までで全体の４分

の３を占めているところでございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 ３ページは、地域別の状況でございます

が、菊池地域が新規雇用就農を中心に77名と

最も多く、次いで熊本の64名となっておりま

す。 

 下の４ページでございますが、こちらは部

門ごとの就農状況でございまして、施設野菜

が124人と最も多く、次いで露地野菜、果樹

類、肉用牛の順になっております。特に施設

野菜、露地野菜では、新規参入が多く、肉用

牛、酪農などの畜産分野では、新規雇用が多

くなっている状況にございます。 

 続きまして、５ページでございます。 

 ５ページは、国の農業次世代人材投資資

金、いわゆる青年就農給付金でございますけ

れども、そちらの活用状況でございます。 

 表の真ん中ほどでございますけれども、全

体で90人が受給しておりまして、全受給者、

50歳未満222人でございますが、その41％と

なっているところでございます。 

 参考までに、下に平成30年度の受給者全体

の数を載せておりますけれども、引き続き全
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国１位となっているところでございます。 

 下の６ページでございますが、新規就農者

の定着状況について表で示しております。 

 表の一番右側、合計欄をごらんいただきた

いと思います。 

 ５年間の新規就農者1,514人のうち、離農

者は40人で、離農率は2.6％、昨年の調査か

ら0.9ポイント減少しております。中でも、

非農家が中心でございますけれども、新規参

入者の離農率が2.6ポイント減少いたしまし

て2.6％となっております。農家出身者同様

に定着してきているという状況にございま

す。 

 引き続き、新規就農対策、しっかりと取り

組んでまいりたいというふうに思っておりま

す。 

 新規就農者の状況の報告については、以上

でございます。 

 

○早田順一委員長 以上で報告が終了しまし

たので、質疑を受けたいと思います。 

 質疑はありませんか。――ないようであり

ますので、なければ、これで報告に対する質

疑を終了いたします。 

 次に、その他に入ります。 

 まず、12月の委員会において、取りまとめ

を御一任いただきました令和元年度農林水産

常任委員会における取り組みの成果につい

て、お手元に配付のとおり案を作成しました

ので、御説明します。 

 この常任委員会における取り組みの成果

は、今年度の当委員会の審議の中で、委員か

ら提起されたさまざまな課題や要望等の中か

ら、執行部の取り組みが具体的に進んだ主な

項目を取り上げ、３月に県議会のホームペー

ジで公表するものです。 

 項目の選定等については、髙島副委員長及

び執行部とで協議し、当委員会としては、９

項目の取り組みを上げた案を作成いたしまし

た。 

 もちろん、ここに記載の項目以外の提案さ

れた課題や要望等についても、執行部で調

査、検討等を続けておられますが、ここに上

げた９項目は、具体的な取り組みが進んだも

のなど代表的なものを選定しております。 

 それでは、この案につきまして何か御意見

はございませんでしょうか。 

 

○西聖一委員 成果についての関連というこ

とでお聞きいただければと思うんですけれど

も、１番目の鳥獣被害防止の件で、農業サイ

ドのほうで、一生懸命防護柵をつくって、入

ってこない侵入対策をやっているんですけれ

ども、私の地域のほうから、目の前にある里

山の営林署管轄の山、そこに何か箱わなを設

置させてもらえないだろうかという質問があ

ったんですけれども、それについては林業関

係としてはどんな見解なのか、ちょっとお尋

ねしたいんですけれども。 

 

○松木森林整備課長 森林整備課でございま

す。 

 確かに県内に国有林ございます。他県と比

べて余り大きな面積ではございませんけれど

も、スポット的に集中して国有林が位置して

いる、民有林に介在する中で位置してござい

ますので、やっぱり動植物のすみかとなって

いるというところは、もう委員おっしゃると

おりだと思います。 

 そういう中で、やっぱり所有の垣根によっ

て対策に違いがあるというのはよくないと思

いますので、そこは、国のほう、特に森林管

理署のほうでもよく御認識をいただいている

というところでございます。 

 私の承知している中では、県南の人吉にご

ざいます熊本南部森林管理署で事例あったと

思います。役場と協定を結んで、箱わなをお

貸しするですとか、鹿のくくりわなの機材を

お貸しするというような取り組みも進めてお

られます。 
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 やっぱり林業ですとか地域の農林業を考え

る上で、獣害対策、非常に重要だと思ってお

りますので、国の森林管理署でも、そういう

御認識はあるというところで、引き続き重要

性を訴えてまいりたいと思っております。 

 

○西聖一委員 じゃあ柔軟な対応をしていた

だけると――これは、後また個別に相談をさ

せていただいていいですかね。よろしくお願

いします。 

 

○早田順一委員長 今のは修正というよりも

提案ということで、委員会の取り組みの成果

については、この案でホームページのほうへ

掲載をしたいというふうに思います。よろし

くお願いいたします。 

 なお、簡易な文言の整理や最新データへの

時点修正があった場合は、委員長に一任いた

だきたいと思いますが、よろしいでしょう

か。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○早田順一委員長 それでは、そのようにさ

せていただきます。 

 最後に、その他に入りますが、委員の先生

から何かございませんか。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり） 

○早田順一委員長 なければ、以上で本日の

議題は全て終了いたしました。 

 最後に、陳情・要望等が２件提出されてお

ります。 

 参考としてお手元に写しを配付しておりま

す。 

 それでは、これをもちまして第５回農林水

産常任委員会を閉会いたします。 

  午後１時50分閉会 

―――――――――――― 

○早田順一委員長 なお、本年３月末をもっ

て退職をされる方が、本日３名出席されてお

ります。 

 ３名の方々に一言ずつ御挨拶をいただけれ

ばと思っておりますが、委員の皆さん、よろ

しいでしょうか。 

  （｢はい」と呼ぶ者あり） 

○早田順一委員長 それでは、１人ずつ、一

言でも構いませんので、お聞かせ願いたいと

いうふうに思います。 

 最初に、川口農業研究センター所長から順

にお願いします。 

   (農業研究センター所長、農村計画課長

技術管理課長の順に退任挨拶） 

○早田順一委員長 ありがとうございまし

た。 

 ここで、今定例会に人事案件が追加提案さ

れておりますが、議会の同意が得られれば、

福島農林水産部長は退職をされ、監査委員に

選任をされますので、一言御挨拶をいただけ

ればと思っておりますが、委員の皆さん、よ

ろしいでしょうか。 

  （｢はい」と呼ぶ者あり） 

○早田順一委員長 それでは、福島農林水産

部長、お願いします。 

   (農林水産部長挨拶） 

○早田順一委員長 お疲れでございました。 

 なお、本年度最後の委員会でございますの

で、一言御挨拶を申し上げたいというふうに

思います。 

 この約１年間ではございましたけれども、

髙島副委員長を初め委員の先生方には、大変

御協力をいただきながらこの委員会が進めら

れたというふうに思っております。県政の抱

える重要な諸問題につきまして熱心な御審議

を賜り、まことにありがとうございました。 

 また、福島部長を初め執行部の皆様方にお

かれましては、丁寧な説明、それから答弁を

いただき、心から厚くお礼を申し上げます。 

 そして、先ほど御勇退の御挨拶をいただき

ましたけれども、長年にわたり県政発展のた

めに頑張ってこられました。その中で、特に

熊本地震では大変な苦労をされたんじゃない

かなというふうに思いますけれども、一つ例
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をとってみれば、営農再開も来年度は100％

になるとお聞きをしております。本当に皆様

方の御尽力のたまものではないかというふう

に、心から感謝を申し上げたいというふうに

思います。御勇退後も、しっかりと県民の一

人として県政発展のために頑張っていただけ

ればというふうに思います。 

 最後になりますけれども、委員各位並びに

執行部の皆さんの今後ますますの御健勝と御

活躍を御祈念いたしまして、簡単ではござい

ますけれども、委員長としての最後の御挨拶

にさせていただきます。 

 本当にお世話になりました。(拍手） 

 髙島副委員長からも一言御挨拶をお願いし

ます。 

 

○髙島和男副委員長 それでは、私からも一

言お礼を申し上げたいと思います。 

 この１年間、早田委員長のもとで委員会運

営に努めてまいりましたが、委員各位におか

れましては、大変御指導、御鞭撻をいただき

まして、まことにありがとうございました。 

 また、執行部におかれましても、常に真摯

に対応をいただいたことに、改めて感謝申し

上げます。ありがとうございました。 

 今後、委員会で議論したことを糧にしなが

ら、本県がさらに発展していきますことを御

祈念申し上げまして、大変簡単粗辞でござい

ますが、お礼といたします。 

 ありがとうございました。(拍手） 

 

○早田順一委員長 以上で全て終了させてい

ただきます。 

  午後１時57分 
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